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新
た
な
決
意
と

情
熱
を
も

平成10年12月議会で所信を表明する甲斐田市長

つ
て

大村市は、地理的な条件と相まって高速輸送体系、都市基盤・生活環境

基盤の整備等により人口も年々増加し、長崎県における中核的な都市とし

て順調に伸びています。長ヲ|く景気低迷で大村市の財政も国や他の市町村

と同様、厳しい運営を強いられています。一方、このような状況にありま

すが、市民が豊かに暮せる生活基盤の充実、少子・高齢社会への対応、教

育の充実等を進めてまいります。

昨年12月議会において、甲斐田市長は、市政二期日に当たって所信を表

明しました。その概要は次のとおりです。

( 
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-
夢
と
力
強
い
動
き
の
あ
る
前
向
き
の
市
政

-
市
民
の
立
場
に
立
っ
た
市
民
本
位
の
あ
た
た
か
な
市
政

・
市
民
に
聞
か
れ
た
透
明
・
公
正
な
市
政

人
々
の
交
流
、
が
進
む

臨
空
都
市
づ
く
り

長
崎
県
の
玄
関
口
と
し
て
の
役
割
を

踏

ま

え

た

、

①

土

地

利

用

②

水

資
源
対
策
③
交
通
体
系
の
整
備
等

に
よ
り
人
々
の
交
流
が
進
む
ま
ち
、
つ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。

調
和
の
と
れ
た
市
土
の
発
展
を
目
指

す
に
は
、
計
画
的
な
土
地
利
用
を
進
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
人
口
増
加
や

生
活
水
準
の
向
上
、
農
業
用
水
や
産
業

用
水
な
ど
の
増
加
に
対
処
す
る
た
め
の

長
期
的
、
計
画
的
な
水
確
保
が
必
要
で

す
。こ

の
た
め
、
将
来
に
わ
た
る
水
源
の

確
保
と
地
下
水
の
福
養
や
処
理
水
の
再

利
用
な
ど
の
計
画
を
進
め
ま
す
。

中
核
的
都
市
と
し
て
、
よ
り
発
展
す

る
た
め
に
、
幹
線
道
路
や
新
幹
線
の
整

備、

J

R
大
村
駅
の
拡
充
な
ど
が
重
要

で
す
。
特
に
国
道
弘
号
や
都
市
計
画
道

路
久
原
・
梶
ノ
尾
線
は
最
重
要
だ
と
考

え
ま
す
。
そ
の
他
、
各
地
域
の
商
居
街
、

〈

L 

特
に
J

R
大
村
駅
周
辺
の
市
街
地
が
街

の
玄
関
口
・
顔
と
し
て
機
能
を
十
分
発

揮
で
き
る
商
業
地
域
等
と
し
て
再
生
に

向
け
取
り
組
み
ま
す
。

潤
い
あ
ふ
れ
る
海
と
緑
の

快
適
環
境
都
市
づ
く
り

本
市
の
豊
か
な
自
然
環
境
の
保
全
と

創
造
に
努
め
る
と
と
も
に
、
多
様
化
す

る
環
境
問
題
に
取
り
組
み
、
豊
か
な
自

然
を
生
か
し
た
環
境

h

つ
く
り
を
進
め
、

人
に
優
し
い
住
み
や
す
い
街

m

つ
く
り
を

進
め
ま
す
。



市長と語る女性の集い
手三二ミ三玉二一三 ι二 >~-L.:- . .I31 
スポーツ、文化、教養の中核施設とし

て、オープンした体育文化センター

大村純忠史跡公園

心
か
よ
う
健
康
・
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り

我
が
国
は
、
少
子
・
高
齢
社
会
へ

と
急
速
に
進
ん
で
お
り
ま
す
。
少
子

化
は
特
に
深
刻
で
す
。
子
供
は
、
社

会
の
宝
で
す
。
子
育
て
を
地
域
社
会

全
体
で
支
援
し
て
い
く
体
制
・
子
ど

も
を
た
く
さ
ん
産
み
育
て
ら
れ
る
環

境
、
つ
く
り
を
充
実
し
ま
す
。
ま
た
、

高
齢
者
が
生
き
が
い
を
持
っ
て
健
康

で
安
心
し
て
豊
か
に
暮
ら
せ
る
よ
う
、

総
合
的
な
対
策
を
進
め
ま
す
。
介
護

保
険
も
平
成
ロ
年
か
ら
は
じ
ま
り
ま

す
。
そ
の
対
策
も
し
っ
か
り
行
い
ま

す
。乳

幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
生
涯

を
通
し
た
健
康
の
ま
ち

m

つ
く
り
を
進

め
ま
す
。

歴
史
・
文
化
が
薫
り
、
個
性
が

広
が
る
教
育
の
ま
ち
づ
く
り

大
村
は
歴
史
的
に
も
日
本
を
代
表

す
る
数
々
の
先
駆
者
を
輩
出
し
て
お

り
、
教
育
的
な
土
壌
を
持
っ
た
歴
史

あ
る
ま
ち
で
す
。
貴
重
な
歴
史
・
文

化
を
継
承
し
、
子
供
た
ち
が
、
他
人

を
思
い
や
る
心
を
育
み
自
分
で
考
え
、

科
学
す
る
心
を
育
む
こ
と
が
で
き
る

環
境

n

つ
く
り
を
進
め
ま
す
。

女
性
・
高
齢
者
の
力
を

生
か
す
ま
ち
づ
く
り

高
齢
社
会
で
は
、
高
齢
者
は
も
ち

ろ
ん
、
女
性
が
い
き
い
き
と
働
き
、

活
動
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
特
に
女
性
の
社
会
参
画

の
推
進
に
力
を
入
れ
、
女
性
の
力
を

生
か
し
伸
ば
せ
る
ま
ち

m

つ
く
り
を
進

め
ま
す
。

活
力
を
よ
ぶ
地
域
産
業
・
地
域

振
興
の
都
市
づ
く
り

新
し
い
技
術
の
導
入
、
特
産
品

m

つ

く
り
な
ど
の
推
進
に
努
め
、
生
産
性

の
高
い
魅
力
あ
る
農
業
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
森
林
の
多
面
的
活
用
と
保

全
の
た
め
長
期
的
視
野
に
た
っ
た
森

林
事
業
を
進
め
ま
す
。
大
村
湾
な
ら

で
は
の
水
産
業
振
興
の
た
め
、
種
苗

の
放
流
、
中
間
育
成
や
漁
場
の
造
成

な
ど
に
努
め
ま
す
。

商
工
業
の
た
め
、
中
小
企
業
の
経

営
安
定
や
商
庖
街
の
活
性
化
の
た
め

環
境
の
整
備
な
ど
を
進
め
ま
す
。

不
況
下
に
こ
そ
、
企
業
誘
致
に
力

を
入
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

市
民
と
共
に
つ
く
る
ま
ち
づ
く
り

ま
ち

m

つ
く
り
の
原
動
力
は
、
一
人

ひ
と
り
の
市
民
で
あ
り
ま
す
。
市
民

と
行
政
が
協
力
で
き
る
よ
う
市
政
の

方
向
を
的
確
に
伝
え
、
市
民
参
画
を

進
め
ま
す
。
ま
た
情
報
を
開
示
・

提

供
で
き
る
体
制
を
整
備
し
開
か
れ
た

市
政
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
効
率
的
で
質
の
高
い
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
機
構
の

改
善
、
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
、

民
間
資
本
の
導
入
な
ど
も
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
今
日
の
社
会
で
は
、
行
政

需
要
が
多
様
化
し
て
お
り
、
全
て
に

応
え
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
等
γ

民
間
非
営

利
組
織
と
連
携
し
活
動
を
支
援
し
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
体
制
を
整
備
し

ま
す
。

て
補助事業による花栽培
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郷
土

の
安
全
を
誓
wフ

消
防
出
初
式
行
わ
れ
る

新
春
恒
例
の
消
防
出
初
式
が
、

1
月

8
日

小
雪
の
舞
う
中
開
催
さ
れ
、
市
民
会
館
で
の

式
典
を
皮
切
り
に
、
八
刀
列
行
進
や
放
水
演
習

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
消
防
団
、
消
防
署
、
自
衛
消

防
隊
・
市
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
・
幼
少
年
消
防

ク
ラ
ブ
ら
約

1
、
1
0
0
人
で
、
消
防
車
両

な
ど
お
台
が
集
ま
り
ま
し
た

。
式
典
で
は

、

永
年
勤
続
団
員
や

一
般
協
力
者
団
体
、
無
火

災
分
固
な
ど
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

分
列
行
進
で
は
、
沿
道
か
ら
小
旗
を
持
っ

た
人
達
の
声
援
を
う
け
、
団
員
た
ち
は
さ
っ

そ
う
と
行
進
し
ま
し
た
。

最
後
は
、
大
上
戸
川
で
全
分
団
に
よ
り

一

斉
放
水
演
習
が
行
わ
れ
、
参
加
し
た
団
員
た

ち
は
、
ホ
ー
ス
を
子
に
真
剣
に
取
り
組
ん

で

い
ま
し
た
。
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
の
は
、
次

の
皆
さ
ん
で
す
。
(
敬
称
略
)

-

て

. .市 .. ..県.黒
井 30喜 40長 野長中小清 峯 山山 20井 30福小田山出 渡 有 井今 特 消 草 永 知
上 年 野 年 表 田岡川瀬 静口口 年 上 年 田野中本口選 功 森里 別 防 野 年 事
勝 勤 元 勤 彰 善 力内良大 男和敏 精 勝 精 保 重 研 広和浩 章 古 登 有 協 澄 勤 表

続 明 続 則 義清浦 夫行 続 続 雄 幸 太 志 幸 幸美 功 会 男 続 彰
石 章章 笠雄昇陳 章 石 章 郎 久 夫 章 長 功
本 熊寺松内山田本野永深小保野 表 渡 労
和 脇幸上本森明川添和田野平谷中明日中 彰 遺 章
幸 正雄野正和邦敏幸善寿石利尾憲好村 和

虞文登行竹夫治 則徳豊幸 賢 之正 幸
福久下山 和文
田 野中好福中 口 熊柿朝入 一 回 渡
保大添島行田原 憲 脇 平 長 江 瀬 修 遺今
雄塚幸富末昇彰正俊 寿政純 和 道

光重雄吉広 虞彦彦美男 幸又
明川 光

堀
田
彰
博

山
口
憲
彰

-
お
年
勤
続
章

草
野
澄
男
渡
遺
和
幸

・
叩
年
勤
続
章

渡
遺
浩
久
保
明
憲
山
本
広
志

深
谷
利
幸
入
江
政
美
田
中
研
太
郎

柿

平

俊

彦

冨

永

正

志

佐

藤

誠

竹
村
昌
宏
福
田
良
一
坂
本
哲
也

三
宅
正
幸
山
上
昭
次
岩
崎
照
美

朽
崎
弘
雄
山
浦
正
美
浅
井
秀
次

井

上

満

広

川

口

隆

山

口

渉

-
一
般
協
力
者
に
対
す
る
感
謝
状

第
8
分
団
二
ん
後
援
会
長
西
田
西
雄

第
日
分
団
元
後
援
会
長
冨
永
一
史

.
一
般
協
力
団
体
に
対
す
る
感
謝
状

水
田

一
区
町
内
会
市
婦
人
防
火
ク

ラ
ブ
連
絡
協
議
会

-
無
火
災
分
団

第
4
分

団

第

U
八
万
団

地域防災に一役
新しい小型動力ポンプ積載車を

配備しました

堀
田
彰
博

4 

消
防
団
長
表
彰

.
優
良
分
団

第
日
分
団
第
日
分
団

.
優
良
団
員

堀
口
稔
伸

一
瀬

義

弘

岩

崎

照

美

田
川
博
樹

森
純
彦
朝
長
博
士

溝
道
和
弘

@
退
団
者
に
対
す
る
感
謝
状

(
県
消
防
協
会
長
表
彰
・
市
長
表
彰
・

消
防
団
長
表
彰
)

松
竹
昭
治
山
下
博
行
山
上
惇

中
川
利
幸
富
永
登
吉
本
武
人

宮
原
栄
一一

松
内
輝
義
高
月
博

山
上
修
前
田
正
春
丸
田
隆
宣

伊
東
正
義
松
浦
長
二
郎

漬
耕
司
、
永
堀
利
行
宮
崎
三
行

松

崎

孝

稲

崎

利

幸

山

中

敏

博

測
義
紀
平
田
茂

市消防団第12分団(松原本町・山口憲

彰分団長)に小型動力ポンプ積載車が配

備され、 1月7日に引き渡されました。

これは、同分団の積載車の老朽化によ

る消防力の低下を補うため、更新整備し、

防災体制の強化に努め、地域の安全に活

躍します。



l時議出補予定 者 等

説明会のお知らせ
Iお お む ら 女 性 フ ォ 一 利

を開催します
平成 11年 4月 11日執行予定の長崎

県議会議員一般選挙立候補予定者等説明

会が開催されます。

男女共同参画社会の実現に向けて、男女が共に平等な立

場であらゆる分野に参画し、責任を担いあう気運を醸成する

ことを目的とし、「おおむら女性フォーラムJを開催します。

日時 2月18日(木)

午後 1時 10分から

場所 県総合福祉センター

(長崎市)

市民の男性・女性の皆さんの多数の参加をお待ちします。

日時 2月20日(土) 午後 l時-4時

場所 さくらホール(シーハットおおむら)

問い合わせ 長崎県選挙管理委員会 基調講演徳矢典子(弁護士)

テーマl市議会議開補予定者等

説明会のお知らせ

「女性と男性のあたらしい生き方を求めてJ
シンポジューム

テーマ

平成 11年 4月 25日執行予定の大村

市議会議員一般選挙立候補予定者等説明

会を開催します。

「チャレンジするための家庭環境」
一女性が社会参加しやすい環境について一

入場料 無料

日時 2月23日(火)
*託児所を準備します。

*手話通訳がつきます。
午後 l時 30分から

場所市役 所 第8会議室
問い合わせ 企画調整課(内線 22 0) 

問い合わせ 市選挙管理委員会事務局

E第 1回「市長と語る女性の集い」を開催しました

市では、平成 9年 4月から女性行政推進室を設け、女性問題について取り

組みを進めています。今回、初めての試みとして、市長と女性とが直接懇談

することにより、女性の意見を市政に反映させるとともに、市政への理解を

深めてもらうことを目的として、「市長と語る女性の集pJを開催しました。

参加者からは、女性の視点から環境問題や教育に関する問題などたくさん

の意見・要望が活発に出されました。市では、これらの意見・要望を踏まえ、

今後の市政に反映させていきます。

・参加者総数 330人

-大村 -西大村地区 120人

・鈴田 ・三浦地区 60人

-竹松-萱瀬地区 90人

・松原 ・福重地区 60人

.意見・要望・質問項目数

-環境 15件 ・農林

・教育 17件 ・商工

・総務 9件 -建設

・福祉 9件 ・病院

4件

7件

19件

1件

I =耕そー

市民交通傷害保険
平成11年度分は、

2/1 (月)から

年度別「保険金給付申請件数と支給金額」

年度 申請件数 支給金総額

8年度 70件 6，855，000円

.申込方法 広報おおむら 2月号と一緒に同封した「市民交

通傷害保険加入報告書J(加入報告書 ・加入票・被

保険者カードの 3枚綴り)に必要事項を記入し、

3枚を切り離さずに掛け金と一緒に申し込んで下

さ~ '10 

*死亡保険金受取人を指定する場合は、被保険者

の押印が必要です。

・掛 金 1口 年額 480円(1人 2口まで加入できます。)

-5-

9年度 74件 5，370，000円

(1100月年末現度在) 58件 6，760，000円

-申し込み・問い合わせ

安全対策課(内線 21 4)、

または、各出張所

*ただし、 2月 1日'""3月 23日ま

では、各町内会でも受付できます。



12月20日、富の原2丁目子供会の餅っき大会が行われまし

た。子供たちに昔ながらの餅つきを体験してもらおうと企画

されたもので、約130人の子供たちが参加。ぽかぽか陽気の中、

餅つきの楽しさと出来立ておもちのおいしさを味わいました。

12/. みんなで餅っき

@わ~いノ雪だるまのプレゼントだ

平成11年1月11日午前11時11分に大村郵便局から星

美幼稚園に雪だるまのプレゼン卜があリました。北海道

から郵送されて来たもので、、子どもたちは冷たくて温か

い贈り物に感激しました。

12/.英語弁論大会出場

第16回長崎県商業教育研究会主催英語弁

論大会で最優秀賞を受賞した、向陽高校の

高橋綾さん (国際科2年)が、 12月25日、
市役所を訪れ、県代表として全国大会出場

を報告しました。島助役は 、「一生の自信

につながると思います。頑張ってください」

と激励。高橋さんは、「毎日練習にはげみ、

がんばります」と決意を語りました。

CAMERA SPOT 
12/.みんなでクリスマス

大村市立保育所 (5保育所)の初めての合同

クリスマス会が12月19日、市民会館で行われま

した。クリスマスの歌や踊リで楽しみました。

@

疾

走

山

口
ザ
・
モ
タ
杯
第
辺
回
お
お
む
ら
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大

会
が
M
M
月
旧
日
、
海
上
自
衛
隊
グ
ラ
ン
ド
な
ど
で
行
わ

れ
、
小
学
1
年
生
か
ら
一
般
ま
で
約
1
、
4
0
0人
が

参
加
。
家
族
や
同
級
生
の
応
援
を
受
け
、
健
脚
を
競
い

ま
し
た
。

12/. 大村ボートキャンペーン

今やレジャースポーツと呼ばれる競艇。大村競艇で

はインターネット上にホームページを開設。競艇の楽

しみ方などが見られます。ぞれを記念して12月11目、
長崎市でキャンペ-ンを甲斐田市長などが行いました。

大村市のホームページからアクセスできます。

12/e 新春に思いをのせて

冬休みハタづくり教室が12月26日、中央公民館で

開かれました。ハタっくりは小川ハタ居 (長崎市)

が指導。参加した約50人の子供たちは、思い思いに

絵がらを描き、て鳴き上がったハタを大空高くあげて

いました。

1/1)予どもは風の予

萱瀬地区のマラソン大会が 1月10日萱瀬中学

校近辺で聞かれました。子どもたちは 、白い患

を吐きながら一生懸命がんばりました。

「戸商

12/8ロザモタ広場に記念樋樹

黒木町の井川ツマさん (89歳)の親族が、100人
を超えたのを記念して、東野岳町の「ロザ ・モタ広場J
にモミやケヤキなど約50本を植樹しました。
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@
健
康
づ
く
り
は
町
づ
く
り

第
7
回
池
田
湖
畔
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
吃
月
吃
目
、

池
田
湖
周
回
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

親
子
の
ふ
れ
あ
い
、
地
域
の
人
達
と
の
親
睦
を
は
か

り
健
康
で
明
る
い
町
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ

た
も
の
で
、
西
小
校
区
の
小
学

1
年
生
か
ら
一
般
ま

で
が
参
加
し
ま
し
た
。
走
り
終
わ
っ
た
後
、
ぜ
ん
ざ

い
や
豚
汁
な
ど
が
ふ
る
ま
わ
れ
地
域
の
親
睦
が
図
ら

れ
ま
し
た
。

12/.はいノ取りました

子どもかるた大会が1月4日、中央公民館

で開かれました。冬休み期間中に百人一首の

取り方などを学んだ小学1年生から6年生ま

で約20人が参加。先生の読み上げる声で、

すばやい手つきでかるたを取っていました。
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|随想リレー トl
市
役
所
争

e
aぁ

ボ
ー
ト
場
駐
車
場
に
隣
接
し

た
第
二
別
館
の
二
階
に
、
建
築

課
住
宅
係
は
あ
り
ま
す
。

住
宅
係
の
仕
事
は
、
市
内
各

地
に
建
設
さ
れ
て
い
る
市
営
住

宅
の
管
理
で
す
。

住
宅
入
居
の
申
し
込
み
に
は
、

市
内
外
か
ら
多
く
の
方
々
が
窓

口
に
来
ら
れ
ま
す
。
こ
の
広
報

紙
を
ご
覧
に
な
っ
て
い
る
み
な

さ
ん
の
中
に
も
、
足
を
運
ば
れ

た
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る

こ
と
で

し
ょ
、
つ
。

今
か
ら
新
し
い
生
活
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
よ
う
と
す
る
若
い
夫

笑顔から笑い声:挨拶から笑顔、

松並 1丁目

富永恵子さん

婦
、
ま
だ
小
さ
い
子
供
と
そ
の

お
母
さ
ん
、
入
居
申
込
者
の

方
々
は

、
実
に
様
々
な
事
情
を

抱
え
て
こ
こ

へ
み
え
ま
す
。

そ
の
中
で
も
最
近
増
え
つ
つ

あ
る
の
は
、
高
齢
者
の
単
身
で

の
入
居
希
望
で
す
。
家
族
と
う

ま
く
い
か
な
い
と
い
う
内
情
を

切
々
と
語
ら
れ
て
い
く
人
も
い

て
、
現
代
社
会
の
家
族
の
在
り

方
を
改
め
て
考
え
さ

せ
ら
れ
る

も
の
で
す
。

ま
た
、
公
募
に
か
け
ら
れ
た

住
宅
は
、
す
べ
て
公
開
抽
選
と

な
り
、
抽
選
会
場
は
た
め
息
と

笑
顔
が
交
差
す
る
複
雑
な
人
間

模
様
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
く
じ
運
次
第
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
落
ち
て
ば
か

り
と
い
う
方
も
、
あ
き
ら
め
ず

に
次
の
チ
ャ
ン
ス
を
お
待
ち
く

だ
さ
い
。

そ
れ
か
ら
、
住
宅
に
現
在
入

居
さ
れ
て
い
る
方
、
い
ず
れ
入

居
者
と
な
ら
れ
る
方
へ
お
願
い

で
す
。

市
営
住
宅
は
、
国
や
県
の
協

力
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
、
市

民
み
な
さ
ん
の
共
有
財
産
で
す
。

少
し
で
も
多
く
の
方
に
、
よ
り

快
適
な
住
ま
い
を
提
供
で
き
る

よ
う
に
、
次
に
入
居
さ
れ
る
方

の
こ
と
を
考
え
て
大
切
に
使
用

す
る
こ
と
を
い
つ
も
心
が
け
て

く
だ
さ
い
ね
。

おはよう!こんにちは !こんばんは 1おやすみなさい!

さようなら 1挨拶をする事で、人は人に小さな喜びを与え、

またそこから自分も小さな喜びを得ているのです。
私が考える挨拶は 、一方だけがするのではなく 、お互い

に挨拶しあうことこそ挨拶として成り立つと考えています。

しかし、「挨拶J-こればかりは強制されてするものではな
く、自然とできる挨拶こそが、本当の「挨拶Jだと思いま
す。

私は向陽高校に通う学生です。学校でも校外でも挨拶は

しますが、私が 「こんにちは」と言った後に 、十人中十人
全員カず私に返答してくれるかといえば、残念ながら 、そう

とは言えません。おかしな話ですが、返答する事を知らな
い人もいたりします。

私はテニス部に所属しており 、毎日のように「挨拶 ・礼

儀・感謝する心」をスポーツ選手として、女性として絶え

ず言われています。
家では「挨拶・笑顔jを女性と して、 人としてモ ッ トー

にと言われています。私にと って挨拶は 、コミュニケーシ

ョンの一つで欠かせません。むしろ「挨拶しないこと」は、
考えられないと言ってもおかしくないでし ょう 。

意外と挨拶することは 、勇気のいることなのかも しれま
せん。 また 、返答することも勇気のいることなのかもしれ
ません。 しかし、挨拶する事は、人として最低限のことで

あり、勇気を出しでした事によ って、自分を変える土台に
なったりするのかもしれませんね。

テニスで「ネ ッ トよりもアウト 、アウトよりもインjと

いう考え方があります。 これからヒントを得て「挨拶から

笑顔、笑顔からの笑い声」というのはどうでし ょう !挨拶
から笑顔、笑顔からの笑い声を掛け橋に今年も挨拶の絶え
ない大村でありたいですね。

んkc 

口員

一フ

流

イ

較

べ

、

一玉一

-

aa柵
寸

大

ルゲ

日
本
は
、
長
い
歴
史
と
独
特
の
文
化
を

持
つ
国
で
す
。
し
か
し
、
不
思
議
な
事
に

日
本
は
過
去
の
財
産
を
大
事
に

し
な
い
。
時
折
、
日
本
人
よ
り
E

外
国
人
の
方
が
日
本
的
な
品
物

-
R

や
文
化
を
評
価
し
て
い
る
と
考

回
レ
q
j

え
る
事
が
あ
り
ま
す
。

一
汗
札
制

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
私
で
さ

四

肩
川

え
、
古
い
品
物
を
高
く
評
価
し

四

A
幻

て
い
ま
す
。
現
代
的
な
も
の
も

-

}

好
き
で
す
が
、
古
く
て
美
し
い

-
ゥ
イ
に

も
の
を
破
壊
し
て
し
ま
う
の
が

-

F
L

理
解
で
き
ま
せ
ん
。
日
本
で
は

国

!

景
観
が
常
に
変
化
し
て
い
ま

-

‘
ム

す
。
い
つ
も
古
い
建
物
が
壊
さ

一

レ

れ
、
同
じ
場
所
に
新
し
い
建
物

-

μ

札
引

が
建
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
山
花

建
物
や
品
物
に
は
生
命
が
あ

-

3，
れ

る
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

園

寸
叫

す
。
し
か
し
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
人

-
J

に
と
っ
て
も
こ
の
哲
学
を
理
解

四

F
3

す
る
の
は
難
し
い
。
ョ
!
ロ

ッ

田
口
4
t

パ
で
は
、
新
し
い
建
物
を
建
て

-

4

る
と
き
、
建
物
は
永
遠
に
そ
の

.

場
所
に
残
り
、
次
世
代
へ
の
遺
産
に
な
る

も
の
だ
と
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

私
が
リ
ス
ボ
ン
で
ア
パ
ー
ト
を
手
に
入

れ
た
と
き
、
こ
の
概
念
に
従
い
祖
父
母
に
、

親
族
と
と
も
に
人
生
を
歩
ん
で
き
た
古
い

家
具
を
ね
だ
り
、
祖
々
母
か
ら
祖
父
母
へ

受
け
継
が
れ
て
い
た
、

二
つ
の
ソ
フ
ァ
ー

を
譲
り
受
け
ま
し
た
。
長
い
ソ
フ
ァ
ー
の

人
生
の
間
に
何
度
か
の
修
理
を
経
て
い
ま

し
た
が
、
そ
れ
を
手
元
に
置
く
事
は
家
族

に
と
っ
て
大
切
な
事
で
し
た
。
な
ぜ
な
ら

ソ
フ
ァ
ー
は
、
家
族
の
歴
史
の

一
部
だ
か

ら
で
す
。
友
人
が
ア
パ

ー
ト
に
来
て
ソ
フ

ァ
ー
を
褒
め
た
ら
、
き
っ
と
祖
々
母
が
若

い
と
き
に
買
っ
た
も
の
だ
と
誇
り
を
持
っ

て
話
す
で
し
ょ
う
。

最
近
、
東
京
で
家
具
の
露
庖
商
と
骨
董

・

屋
に
行
き
、
大
変
美
し
い
日
本

-

の
家
具
を
目
に
し
ま
し
た
。
た

-

だ
、
そ
こ
に
は
外
国
人
の
姿
し

-

か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
外
国

四

人
は
美
し
い
家
具
を
た
く
さ
ん

回

買
っ

て
い
ま
し
た
。
私
は
典
型

と

一

的
な
日
本
の
灯
り
(
あ
ん
ど
ん
)

閣

を
買
い
ま
し
た
。
友
人
が
高
価

こ

-

す
ぎ
る
と
言
え
ば
、
こ
れ
は
日

る

-

本
で
の
思
い
出
を
保
ち
続
け
る

-

E

た
め
の
も
の
で
、
こ
れ
を
見
れ

ぇ

-

ば
い
つ
も
日
本
で
の
歳
月
を
思

伝
m

い
出
し
、
私
が
他
界
す
れ
ば
、

t
闇

私
の
子
孫
に
受
け
継
が
れ
る
べ

i

聞

き
も
の
だ
と
答
え
る
で
し
ょ
う
。

心

-

我
々
は
、
歴
史
と
共
に
生
き

-

る
事
を
好
み
ま
す
。
ヨ
l
ロ
ッ

-

パ
の
多
く
の
国
で
は
、
自
由
に

-

建
設
す
る
事
が
で
き
ま
せ
ん
。

白

人
々
は
、
歴
史
的
景
観
の
規
則

-

に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ

.

れ
が
美
し
い
都
市
を
残
し
て
い

る
理
由
で
す
。

典
型
的
な
日
本
の
家
は
美
し
く
、
庭
は

素
晴
ら
し
く
、
古
い
家
具
は
素
敵
で
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
を
日
本
で
見
つ
け
る
の

は
な
ぜ
難
し
い
の
で
す
か
。
私
に
は
良
く

分
か
り
ま
せ
ん
。
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みんなの
健康

「逗
し
く
老
い
る
」

大
村
市
医
師
会

広
島
大
学
名
誉
教
授

荻
原

人
の
脳
の
神
経
は

1
日
当
り
叩
万

な
い
し
百
万
本
死
ぬ
。
脳
細
胞
は

1

4
0億
以
上
あ
る
。
1
日
に
百
万
ず

つ
死
ぬ
と
し
て
、

1
年
間
に

3
億
6

1
千
万
本
し
か

.

死

な

な

い

。

¥
し
か
し
、

1

盲
目
の
神
経
細

胞
死
か
ら
考

え
る
と
、
老

F 

<~刻、

「ア
ト
ビ
i
性

皮
膚
炎
に
つ
い
て
」

大
村
市
医
師
会

黒
木
医
院

目リ
田

戸支
ι1 

介

こ
の
数
年
、
こ
れ
ほ
ど
マ
ス
コ
ミ

に
取
り
上
げ
ら
れ
、
数
多
い
治
療
法

/
が
氾
濫
し
て

F

い
る
皮
膚
病

.
も
少
な
い
の

・
で
は
な
い
で

f
し
よ
う
か

。

ア
ト
ピ

l
性

化
現
象
を
起
す
の
は
当
然
で
あ
る
。

だ
が
、
最
近
は
老
人
の
力
が
強
調
さ

れ
て
き
た
。
赤
瀬
川
氏
は
重
礁
と
し

て
き
た
現
象
に
潜
む
未
知
の
力
に
つ

い
て
述
べ
て
い
る
。

一
方
日
本
医
師

会
で
は
逗
し
く
老
い
る
こ
と
を
薦
め

て
い
る
。

還
し
く
老
い
る
、
生
き
る
と
は
一

体
何
な
の
だ
ろ
う
か
。

映
画
監
督
の
新
藤
兼
人
氏
は
遺
言

状
を
書
か
な
か
っ
た
芸
能
人
宇
野
重

吉
、
田
中
絹
代
、
溝
口
健
二
他
の
死

に
様
を
述
べ
、
壮
絶
で
あ
っ
た
と
い

う
。
こ
れ
は
死
よ
り
も
強
い
生
き
ざ

ま
を
訴
え
て
い
る
。
今
の
今
を
如
何

に
懸
命
に
生
き
る
か
と
い
う
同
氏
の

心
が
、
未
知
の
力
の

一
端
を
物
語
る
。

遅
し
さ
と
い
う
こ
と
は
、
自
分
の
最

皮
膚
炎
の
患
者
さ
ん
は
、
も
と
も
と

皮
膚
の
防
御
機
能
が
弱
い
た
め
に
皮

膚
の
内
外
か
ら
の
刺
激
を
受
け
、
湿

疹
が
で
き
や
す
い
体
質
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
か
ゆ
み
の

あ
る
湿
疹
が
良
く
な
っ
た
り
、
悪
く

な
っ
た
り
を
繰
り
返
し
、
慢
性
の
経

過
を
た
ど
る
性
格
の
病
気
で
す
。
こ

の
病
気
の
原
因
と
し
て
有
名
な
の
は

ア
レ
ル
ギ
ー
で
す
が
、
そ
の
他
に
も

生
活
環
境
、
汗
や
摩
擦
な
ど
の
機
械

的
刺
激
、
ス
ト
レ
ス
な
ど
様
々
な
原

因
が
複
雑
に
か
ら
み
あ
っ
て
い
ま

す
。
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
と
は
、
本
来

か
ら
だ
に
異
物
が
侵
入
し
た
時
に
排

除
し
よ
う
と
す
る
反
応
が
強
く
起
き

す
ぎ
て
し
ま
っ
た
時
に
出
現
す
る
反

善
を
尽
く
し
て
生
き
る
こ
と
で
あ

る
。ま
た
、
そ
れ
が
美
し
さ
を
添
え
る
。

老
化
し
て
筋
力
が
衰
え
る
と
、
若

い
時
は
、
こ
ん
な
こ
と
で
は
な
か
っ

た
と
苦
い
回
想
が
心
を
よ
ぎ
る
。
世

の
中
も
退
職
勧
告
を
す
る
が
、
自
分

自
身
も
引
退
、
隠
居
を
考
え
る
。
老

人
の
心
は
萎
縮
す
る
。
そ
し
て
働
く

こ
と
も
し
な
く
な
る
。

抑
々
我
々
が
働
く
こ
と
は
、
今
日

の
た
め
、
明
日
の
た
め
で
あ
る
。
つ

ま
り
逆
時
間
的
な
行
動
を
し
て
い
る

我
々
だ
。
明
日
の
な
い
老
人
に
は
無

理
か
ら
ぬ
こ
と
だ
が
、
そ
れ
で
も
、

朝
食
の
車
で
合
掌
し
、
働
い
て
く
れ

た
人
々
に
感
謝
し
、
今
日
の
労
働
の

た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
入
れ
る
。

逗
し
さ
は
、
こ
こ
か
ら
生
れ
る
。
高

応
で
す
。
こ
の
病
気
の
患
者
さ
ん
は
、

食
物
や
ダ
ニ
な
ど
を
異
物
(
抗
原
U

ア
レ
ル
ゲ
ン
)
と
認
識
し
て
反
応
し
、

皮
膚
炎
を
起
こ
し
ま
す
。
原
因
と
な

る
抗
原
は
、
症
状
や
血
液
検
査
等
に

よ
り
、
総
合
的
に
判
断
さ
れ
ま
す
。

治
療
は
前
述
し
た
よ
う
な
原
因
抗

原
や
悪
化
因
子
を
取
り
除
く
こ
と
が

根
本
的
な
治
療
と
な
り
ま
す
。
し
か

し
、
多
数
の
原
因
が
重
な
っ
て
い
る

こ
と
が
多
い
の
で
、
湿
疹
が
良
く
な

っ
た
り
悪
く
な
っ
た
り
を
繰
り
返
す

の
は
病
気
の
性
格
上
や
む
を
得
な
い

こ
と
で
す
。
良
い
状
態
の
時
は
、
保

湿
剤
を
ぬ
る
な
ど
の
ス
キ
ン
ケ
ア
の

み
で
十
分
で
す
が
、
皮
膚
炎
が
悪
化

し
た
時
に
は
炎
症
を
抑
え
る
必
要
が

齢
者
は
き
び
し
い
社
会
に
も
め
げ

ず
、
生
き
て
い
る
。

誰
で
も
死
を
恐
れ
る
。
恐
れ
が
不

安
、
恐
怖
と
な
り
、
あ
る
い
は
、

一

切
を
忘
れ
た
悦
惚
の
人
と
な
る
。

し
か
し
、

生
き
る
こ
と
を
続
け
、

自
己
研
鑓
に
努
め
て
い
る
人
も
い

る
。
そ
の
選
択
を
す
る
の
も
、
生
き

る
こ
と
の
意
昧
を
ふ
く
む
。
つ
ま
り
、

一
段
高
い
遅
し
さ
で
あ
る
。

子
孫
の
た
め
と
か
、
後
世
の
た
め

に
と
か
に
向
っ
て
、
勉
強
し
、
働
く

人
は
も
う
一
段
高
い
段
階
で
人
生
を

生
き
抜
い
て
い
る
人
々
で
あ
る
。

働
き
抜
い
て
、
完
全
燃
焼
し
、
あ

の
世
、
月
の
大
陸
に
軟
着
陸
す
る
、

素
晴
ら
し
い
人
生
で
は
あ
る
ま
い

カあ
り
ま
す
。
ス
テ
ロ
イ
ド
外
用
剤
は

皮
膚
炎
を
抑
え
る
の
に
有
効
な
お
薬

で
す
が
、
誤
っ
た
情
報
に
よ
っ
て
副

作
用
を
恐
が
り
、
こ
の
お
薬
を
い
や

が
る
患
者
さ
ん
が
増
え
て
い
ま
す
。

ス
テ
ロ
イ
ド
外
用
剤
は
、
ぬ
り
方
や

期
間
な
ど
を
皮
膚
科
専
門
医
の
指
示

通
り
に
使
用
し
て
い
る
限
り
、
副
作

用
を
恐
れ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
も
不
安
な
時
は
主
治
医
に
相

談
さ
れ
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。
ア

ト
ピ
1
性
皮
膚
炎
は
短
期
間
で
治
そ

う
と
す
る
の
で
は
な
く
、
あ
せ
ら
ず

病
気
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
よ
い
状

態
を
保
て
る
よ
う
に
な
れ
ば
自
然
と

治
る
病
気
で
す
。

高血圧と塩分

O脚について

母乳とダイオキシン

角膜移植について

白い歯にするためにはz~被覆冠について~

尿が出にくくなる薬の話

月曜日

火曜日

水曜日

木曜日

金曜日

土・日曜日

B (095) 

826-5511 g憲司窟..  理!sJ司・
す

f
引
削
f
U

N
円
」

F
h
d

ト
tu

〉

]」

願

山
町

(m
u

thw

ad-
-
Am
 

間

(
前

.
園

任

み

育

的

込

保

酌

し

城

氾

申

新
制

町 保育制ヨ
2
月
の
テ

l
マ

日曜日 祝日などに、冠婚葬祭への出席、または、就労など家
庭で保育できない状況にある就学前の児童 (離乳が完了前の児童
を除きます)を保育するものです。

実施保育所 新城保育園

実 施日 2月...7日・ 11日・ 14日・ 21日・ 28日

3月…7日・ 14日・ 21日・ 22日・ 28日

午前8時30分~午後5時
1日 1，500円

保育時間

保育料
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年
金

金
ク
イ
ズ
の
正
解
お
よ
び
当
選
者
発
表

日
月
号
の
年
金
だ
よ
り
特
集
号
で
実

施
し
た
年
金
ク
イ
ズ
に
た
く
さ
ん
の
ご

応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
正

解
は
次
の
と
お
り
で
す
。

[
問
題
1
}
国
民
年
金
は
、
加
歳
以
上

ω歳
未
満
す
べ
て
の
人
が
加
入
と
な

っ

て
お
り
、

ω歳
以
降
は
ど
の
よ
う
な
場

合
で
も
加
入
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

の
で
し
ょ
う
か
。

[
答
え
]
A

加
入
で
き
る

[
問
題
2
]
大
学
を
卒
業
し
て
、
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
と
し
て
厚
生
年
金
保
険
に
加

入
す
る
の
で
、

学
生
の
聞
は
国
民
年
金

の
保
険
料
を
納
め
な
く
て
も
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。

{
答
え
]
B

納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

[
問
題
3
]
夫
は
厚
生
年
金
保
険
に
加

入
し
て
い
ま
す
。
妻
は
保
険
料
を
納
め

な
く
て
も
年
金
が
も
ら
え
る
と
聞
い
て

い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
何
も
し
な
く
て
い

い
の
で
し
ょ
う
か
。

{
答
え
]
B

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

(
届
出
)

記
念
品
当
選

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

年
金
ク
イ
ズ
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選

の
結
果
、
次
の
別
名
の
方
ヘ
記
念
品
を

贈
呈
し
ま
す
。

(
敬
称
略
)

松
原
礼
子
(
古
町
2
丁
目
)
・
福
島
百

合
子
(
皆
同
町
)
・
武
次
恵
美
子

(武

部
町
)
・
赤
司
裕
二

(
古
賀
島
町
)

石
田
多
恵
子
(
岩
松
町
)

・
測
政
子

(
富
の
原
1
丁
目
)

・
岩
下
博
文
(
水

主
町
1
丁
目
)

・
西
川

一
登
(
桜
馬
場

1
丁
目
)
・
石
垣
修
二

(古
賀
島

町
)

・
坂
田
康
子
(
武
部
町
)

・
永
田

貴
恵
(
西
大
村
本
町
)

・
鍵
下
公
子

(
武
部
町
)
・
吉
川
博
子
(
池
田

2
丁

目
)
・
荒
木
恵
美
子
(
玖
島

3
丁

目
)
・
上
松
つ
る
え
(
松
並

1
丁

目
)
・
鳥
山
弘
介
(
三
城
町
)
・
晦
日

厚
子
(
片
町
)
三
村
み
ね
子
(
松
並
2

丁
目
)
・
江
口
範
子
(
松
山
町
)
・
高

月
和
子
(
竹
松
本
町
)

ま
た
、
そ
の
他
却
名
の
方
に
粗
品
を
進

呈
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

保
険
年
金
課
(
内
線
1
1
3
)

福祉
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
(
学
童
保
育
)

入
所
説
閉
会
お
よ
び
受
付

対
象

共
働
き
、
父
子
、
母
子
家
庭
お

よ
び
そ
の
他
の
事
情
で
下
校
後
の
児
童

の
保
育
に
欠
け
る
小
学
校
1
年
生
か
ら

小
学
校
3
年
生
ま
で

開
設
期
間

4
月
1
日
か
ら
1
年
間

開
設
時
間

月
j
金
曜
日
下
校
後
l

午
後
5
時

加

分

第

1
・
3
土
曜
日

午
前
日
時
l
午
後
5
時

加

分

第
2
・

第
竹
田
国
民
年
金
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

佳
作
上
野
剛
志
さ
ん

(田
下
町
)
の
作
品

4
土
曜
日
・
長
期
休
み
期
間
午
前
8

時
i
午
後
5
時
初
分
(
三
城
ク
ラ
ブ
は

若
干
変
更
が
あ
り
ま
す
。)

説
明
会
日
時

2
月
弘
日
(
日
)

午
前
叩
時
l
正
午

※
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問い合わせ先

55-1582 

52-3339 

説明場所

富の原小前峰内科横

中央幼稚園内

区

富の原小

中央小
西大村小

大村小

校クラブ名

さくらんぼ

くさぶえ

54-6438 大村幼稚園内とまと

55-7832 竹松小横美天宮会館内竹松小にんじん

空港通 りルフ裏山本借家放虎原小ほうこ 52-2194 

52-0533 三城小体育館三城小三域

被
爆
者
健
康
診
断

を
行
い
ま
す

対
象

被
爆
者
手
帳
、
健
康
診
断
受
診

者
証
を
持
っ
て
い
る
人

受
付
時
間

午
前
日
時
1
日
時
、
午
後

1
時
1
2
時

※
今
回
の
定
期
健
康
診
断
以
外
に
希
望

に
よ
る
健
康
診
断
(
年
2
回
限
度
)
ま

た
は
、
が
ん
検
診
(
各
年
1
回
限
度
)

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
当
日
都
合
が
つ
か
な
い
場
合
は
、
次

の
7
日
間
の
内
、
ど
こ
で
も
受
診
で
き

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

福
祉
課
庶
務
係
(
内
線

1
5
6
)
ま
た
は
県
央
保
健
所

(怨
⑫
3
3
0
4
)

- 10-

54-6290 

日 程 実施場所 対象地区

2月24日(水) シーハットおおむら 大=-~村甫ー ・・ 多東令大圧i村 2丁目

2月25日(木) シーハットおおむら 大村 ・東大村1丁目

2月26日(金) 中地区公民館 西大村

3月2日 (火) 松原出張所 福重・松原

3月3日 (水) 竹 松 出 張 所 竹松

3月4日(木) シーハットおおむら 大村

3月5日(金) シーハットおおむら 西大村・ 萱瀬

木場パス停方向変換所前旭がEノj、あさひっ こ



ご
存
じ
で
す
か
(
第
8
回
)

平
成
昭
年

4
月
1
日
か
ら

介
護
保
険
制
度
が
始
ま
り
ま
す

{
か
か
り
つ
け
医
師
}
を

あ
な
た
は
お
持
ち
で
す
か
。

介
護
保
険
制
度
で
の
要
介
護
認
定

(
介
護
の
度
合
を
判
定
す
る
こ
と
)
に

つ
い
て
は
、
日
常
生
活
動
作
等
の
基
本

調
査
結
果
に
よ
る

一
次
判
定
(
全
国
統

一
の
書
式
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
判

定
)
と
調
査
員
の
特
記
事
項
お
よ
び

「
か
か
り
つ
け
医
の
意
見
書
」
に
基
づ

い
て
審
査
お
よ
び
判
定
が
行
わ
れ
る
こ

と
に
な
り
、
「
か
か
り
つ
け
医
の
意
見

書
」
は
要
介
護
認
定
の
資
料
と
し
て
大

変
重
要
な
も
の
と
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
日
常
生
活
動
作
の
基
本
調

査
の
中
で
、
止
小
ノ
{
付
に
つ
い
て
の
質
問
が

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
質
問
で
は
、
杖
な

ど
を
使
用
し
て
歩
け
る
方
は
、
そ
れ
を

使
用
し
た
状
態
で
答
え
て
い
た
だ
き
、

回
答
も

(1)
つ
か
ま
ら
な
い
で
で
き

る

(2)
何
か
に
つ
か
ま
れ
ば
で
き
る

(3)
で
き
な
い
の
三
通
り
の
答
え
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。

で
す
か
ら
、
杖
を
使
用
し
て
歩
け
る

方
は
、

(1
)
つ
か
ま
ら
な
い
で
で
き

る
と
い
う
調
査
結
果
に
な
り
ま
す
。

こ
の
他
に
も
同
じ
よ
う
に
、
何
か
を

使
用
し
て
で
き
る
場
合
は
、
使
用
し
た

状
態
で
回
答
す
る
項
目
が
あ
り
ま
す
の

で
、
何
か
を
使
用
し
て
で
き
る
場
合
は

全
て
「
で
き
る
」
と
い
う
調
査
結
果
と

な
り
、
あ
な
た
自
身
が
思
っ
て
い
る
状

態
よ
り
軽
く
判
定
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

そ
こ
で
「
か
か
り
つ
け
医
の
意
見
書
」

に
あ
な
た
の
身
体
状
況
(
下
半
身
の
障

害
や
内
臓
疾
患
の
状
況
な
ど
)
や
精
神

状
況
(
痴
呆
に
関
す
る
診
断
な
ど
)
の

詳
し
い
記
載
が
あ
り
、
認
定
審
査
会

(
介
護
の
度
合
を
最
終
的
に
判
定
す
る

機
関
)
が
、
調
査
結
果
は

「で
き
る
」

と
な

っ
て
い
る
が
、

「か
か
り
つ
け
医

の
意
見
書
」
を
基
に
判
断
を
し
、

基
本

調
査
結
果
に
よ
る

一
次
判
定
を
変
更
す

る
こ
と
も
可
能
と
な
り
ま
す
。

あ
な
た
の
身
体
や
精
神
の
状
況
な
ど

を
普
段
か
ら
気
軽
に
相
談
で
き
、
ま
た
、

定
期
的
に
診
断
し
て
い
た
だ
く
よ
う
な

「
か
か
り
つ
け
医
師
」
を
持
た
れ
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

現
在
も
受
診
さ
れ
て
い
て
、
単
に
薬

の
み
を
も
ら
う
と
か
、

年
に

一
回
程
度

の
受
診
で
あ
る
場
合
は
、
医
師
も
あ
な

た
の
詳
し
い
身
体
状
況
な
ど
を
意
見
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
あ
な
た
の
症
状
に
つ
い

て、

最
初
に
診
て
も
ら

っ
た
医
師
を

「か
か

り
つ
け
医
師
」
と
お
考
え
の
方
で
、
そ

の
後
に
症
状
の
内
容
に
よ
り
病
院
(
診

療
科
)
や
医
師
を
変
え
ら
れ
て
い
る
場

合
な
ど
は
、
医
師
の
お
名
前
を
確
認
さ

れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
内
科
や
外
科
な
ど
の
幾
つ
も

の
病
院
(
診
療
科
)
に
受
診
さ
れ
て
い

て
、
ど
の
医
師
を

「か
か
り
つ
け
医
師
」

と
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に

相
談
さ
れ
て
早
め
に
決
め
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。

介
護
保
険
制
度
に
お
い
て
「
か
か
り

つ
け
医
の
意
見
書
」
を
作
成
す
る
の
は

一
名
の
医
師
で
す
。
ま
た
、

申
請
の
際

に
「
か
か
り
つ
け
医
師
」
を
指
名
す
る

の
は
あ
な
た
自
身
で
す
。

※
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
は
、
大
村

市
の
ホ
l
ム
ペ
l
ジ
で
も
紹
介
し
て
い

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。
寄
与

¥¥34『

5
H・5
m
g
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5・
5
ぢ
¥
t

C
O
S
E
-
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閉
し、
A.. 
ロ
わ
せ

内 宮
穆齢、

口

三程
乙課

5 
9 

第
幻
団
長
崎
県
身

体
障
害
者
体
育
大

会
出
場
者
を
募
集

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
機
能
の
回
復

と
体
力
の
増
強
を
図
り
、

自
ら
の
障
害

を
克
服
し
て
生
き
て
い
く
能
力
を
育
て

る
と
と
も
に
、
社
会
の
身
体
障
害
者
に

対
す
る
認
識
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
開
催
し
ま
す
。

日
時

5
月
初
日
(
日
)
午
前
9
時
加

分

場
所

諌
早
市

種
目

陸
上
・

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
-
卓
球
・
盲
人
車
球
・

水
泳

資
格

県
内
に
居
住
す
る
身
体

障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
日
歳
以

上
の
人

申
込
期
限

3
月
3
日
(
水
)

問
い
合
わ
せ

福
祉
課
(
内
線
1
5
7
)

税特
別
土
地
保
有
税

〈
取
得
分
)
の
申

告
・
納
付
を

平
成
叩
年
1
月
1
日
か
ら
ロ
月
況
日
ま

で
に
、
市
内
で
、
合
計
5
、
0
0
02m

以
上
の
土
地
を
取
得
し
た
人
は
、

3
月

1
日
ま
で
に
特
別
土
地
保
有
税
(
取
得

分
)
の
申
告
と
納
付
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

税
務
課
(
内
線
1
2
0
)

市
税
等
の
納
付
は

口
座
振
替
で

皆
さ
ん
の
中
に
は
、
多
忙
で
市
税
な

ど
納
め
に
行
け
な
か

っ
た
り
、
つ
い
納

め
忘
れ
を
し
て
し
ま
う
人
も
い
ら
っ
し

ゃ
る
で
し
ょ
う
。

そ
の
よ
う
な
人
に
は
ぜ
ひ
、
便
利
で

確
実
な
口
座
振
替
制
度
の
利
用
を
お
す

す
め
し
ま
す
(
あ
な
た
の
預
貯
金
か
ら

自
動
的
に
納
付
さ
れ
ま
す
)
。

市

・
県
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自

動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
保
育
料
、

国
民
年
金
保
険
料
、
住
宅
使
用
料
な
ど

の
支
払
に
利
用
で
き
ま
す
。

手
続
き
は
簡
単
で
す
。
市
内
の
金
融

機
関
か
市
役
所
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
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問
い
合
わ
せ

税
務
課
(
内
線
1
2
5
)



平
成
什
年
度
市
民
税
・
県
民
税
・
国
民
健
康
保

険
税
申
告
受
付
自
の
お
知
ら
せ

平
成
日
年
度
の
申
告
を
次
の
日
程
と

場
所
で
受
け
付
け
ま
す
。
申
告
日
に
都

合
の
つ
か
な
い
人
は
、

3
月
日
日
ま
で

に
市
役
所
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

年
末
調
整
済
の
給
与
所
得
者
で、

他

の
所
得
が
初
万
円
以
下
の
人
も
申
告
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
(
こ
の
場
合
は

確
定
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
)
。

な
お
、
確
定
申
告
を
さ
れ
る
人
は
市

県
民
税
な
ど
の
申
告
書
を
提
出
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
未
申
告
の
場
合、

所
得
証
明
な
ど
の
交
付
や
国
民
健
康
保

午前 8時30分~午後 4時)受付日程表 (受付時間

2月 1日(月)、 2日(火)

3日(水)

松

毒

' 

竹
竹松出張所

2月8日(月)、 9日(火)

10日(水)

(農業のない世帯)

西大村
西大村出張所

2月15日(月)、 16日(火)

17日(水)、 18日(木)

(農業のない世帯)

村大

険
税
の
軽
減
制
度
の
適
用
も
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ

ま
た
、
確
定
申
告
時
の
混
雑
緩
和
の

た
め
、

2
月
5
日
働
か
ら
還
付
申
告
な

ど
の
納
税
相
談
が
で
き
ま
す
。

※
確
定
申
告
の
期
間
中
は
、
駐
車
場
が

込
み
合
い
ま
す
の
で
、
ボ
ー
ト
場
側
の

駐
車
場
も
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

税
務
課

(内
線
1
2
2
・
1
2
3
・
1
2
4
)

市役所大会議室

三浦出張所

萱瀬出張所

福重出張所

3月 3日(水)

(農業のない世帯)

三浦

瀬

重

菅

福

松原出張所

鈴田出張所

竹松出張所

3月4日(木)
原

鈴田
竹松

(農業のある世帯)

松

市役所大会議室

3月5日(金)

3月8日(月)、 9日(火)
大村
西大村

(農業のある世帯)

所
得
税
の
確
定
申

告
・
還
付
申
告
は

正
し
く
お
早
め
に
!

平
成
日
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告

の
申
告

・
納
付
期
限
は
、

2
月
日
日

(
火
)
か
ら

3
月
日
日
(
月
)
ま
で
で

す
。申

告
書
は
自
分
で
正
し
く
書
き、

早

め
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
告
書
は、

郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

期
限
間
近
に
な
る
と
大
変
混
雑
し
ま

す
の
で
、

早
め
に
申
告
手
続
き
を
お
済

ま
せ
く
だ
さ
い
。

還
付
申
告
は
、
す
で
に
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
な
お
、
市
役
所
で
は

2
月
5

日

(
金
)
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

申
告
場
所

諌
早
税
務
署

・
市
役
所
大
会
議
室

受
付
時
間

午
前
9
時
j
午
後
4
時

問
い
合
わ
せ
お
よ
び
郵
送
先

諌
早
税
務
署
(
包
⑫

1
3
7
0
)

干

8
5
4
8
6
6
6

諌
早
市
永
昌
東
町
お
番
地
必
号

健康「はたちの献血Jキャンペーン実施中
1月 1日-"2月28日までの 2か月間
ありがとう。献血…あなたの善意に感謝します。

日本赤十字社では、新たに成人式を迎える 「はたちjの若者を中心とし

て、広く国民各層に対し、献血思想、の普及を図るとともに、特に、 今後一

層の推進が望まれる成分献血、 40 0 me献血への理解と協力を求めるため、

全国的に取り組みが進められます。

三種混合・麻しん・風しん

コ 予 防 接 種 実 施中
// 

年間を通じて実施していますので、お子様の体

調のよい時に受けてくだ さい。

詳 しくは、 「健康の しおりと国民健康保険jを
ご覧 くださ t) 0 

- 12-

2
月
1
日
j
7
日
は

生
活
習
慣
病

予
防
週
間
で
す

皆
さ
ん
、
健
診
を

受
け
ま
し
ょ
う



， ， ール受講生募集

[ 期日 ]~時間 |[ 内 容 11講師

回日.素敵をお母さんになるために~本との出会し匝'妊娠中の保健
事映酉『生命の創遡

歯科医師

歯干羽有生士

保{慰需

今妊娠中の歯の健康

.ブラ ッシング指導

会手作りおもちゃを作ろう!

2月10日
(水)

/j'¥9開産部

お父さん出番ですよパート1)

'萌1育児と父親の悌j

13:30~ 

16:00 

[tf~il 中央公民館

{共催}健康増進課

{会場}大村市保健福祉センター

(すこやかセンター)

{定員} 約 30人

{受講料} 無料

※ただし、調理実習時の材料代

として 500円程度必要です。

栄養士

保働奇

.ftH辰中の栄養の摂り方

・調理実習
φ仲間づく り (話し合い)

2月24日
(水)

保健婦

φ母子用具の揃え方、産後の保健

'育児について、おっぱいの手入れ

令入浴のさせ方(実習)

9:30~ 

13:00 
申し込み・問い合わせ
電話またはハガキで

中央公民館まで

干 856-0836 幸町 25-33

電話 54-3161

お父さん出番ですよパート 2)
‘'ビデオ 『が くさんへ~赤ちゃんからのメッセージ、』

会入浴のさせ方 (実習)

18:30~ 

20:00 

3月12日
(金)

{剥慰帯

保慰霊

.お産の結晶について

'ラマーズ法、妊婦体操
争産後の過ごし方、出産プラン

ご
存
じ
で
す
か
?

医
薬
品
副
作
用
被
害
救
済
制
度

医
薬
品
は
、
人
の
健
康
の
保
持
増
進

に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
が
、
そ
の
使

用
に
あ
た
っ
て
万
全
の
注
意
を
払
つ
で

も
な
お
副
作
用
の
発
生
を
防
止
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

医
薬
品
を
適
正
に
使
用
し
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
副
作
用
に
よ
る
健
康
被
害

(
入
院
を
必
要
と
す
る
程
度
の
疾
病
ま

た
は
障
害
、
死
亡
)
が
発
生
し
た
場
合

に
、
医
療
費
、
医
療
子
当
、
障
害
年
金、

障
害
児
養
育
年
金
、
遺
族
年
金
、
遺
族

一
時
金
お
よ
び
葬
祭
料
の
諸
給
付
を
行

い
、
こ
れ
に
よ
り
健
康
被
害
の
救
済
を

恐ろしい糖尿病
厚生省が実施した糖尿病実態調査によれば、糖尿病の疑いおよび

可能性のある人は I、370万人と推定されており、子供や若い人

たちの層にも増加のきざしが見えています。

老若男女を問わずこの増加の割合は、ほかの全ての病を越えてお

り、新たな国民病というごとがわかってきました。

図
ろ
う
と
す
る
の
が
、
こ
の
救
済
制
度

で
す
。

制
度
の
し
く
み
を
解
説
し
た
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
お
よ
び
請
求
用
紙
を
無
料
で
お

送
り
し
ま
す
。

資
料
請
求
先
・
問
い
合
わ
せ

医
薬
品
副
作
用
被
害
救
済
・
研
究
振
興

調
査
機
構
総
務
部
企
画
課
相
談
係

干

1
0
0
0
0
1
3

東
京
都
千
代

田
区
霞
が
関
3

3

2

新
霞
が
関

ビ
ル
9
階

8

0

3

3
5
0
6
9
4
1
1
 

糖尿病のために腎臓が犯されて、慢性腎不全となり透析療法に頼

らなければならなくなった人も毎年急増し、平成8年にはついに 1
351人に達しています。また、心筋梗塞や脳卒中などの動脈硬化

に基づく病の背景には糖尿病が深く関係しており、糖尿病から白内

障を引き起こし失明する場合もあります。後天的な失明原因の第一

位は、糖尿病性網膜症となっています。

地球40億年の歴史の中で人間は粗食で労働に耐える進化を遂げて

きました。それが車に乗って運動せず、カロリーの高いご馳走を食

べるようになったのでインシュリンが足りなくなったのです。

平和な我が国では今何でもありますが、お酒や甘いものなどカロ

リーの高いものを避け、出来るだけ少食に満腹感は野菜などで補い、

運動に努めましょう。

また、自分の血糖値がいくらなのか知っておくのが、まず大事な

ことです。健康診断も定期的に受けましょう。
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平成9年度の水質はCODで2.6mgjQ 
依然として横ばい傾向にあります。

大村湾の環境基準では、 CODで2.0mglQ以下が望ましいの

ですが、現状では0.6r了191Q上回っています。 ここ数年、横

ばい傾向が見られ、良好な状態を取り戻すにはまだまだ努

力が必要のようです。

大村市では、公共下水道・農業集落排水 ・
合併処理浄化槽の整備に積極的に取り組んでいます。

生活排水対策の切り札として、大村市では、下水道などの整備を積

極的に推進しています。その結果、全人口比で約80%の方の水洗

化が可能となリました。 CH10.12現在)

しかし、それで全てが解決するわけではあリません。下水道などが

きている家庭でも、またそうでない家庭でも 、少しでも汚れ分を流

さないような工夫が大切です。

どんな工夫ができるの?

に
ク
に

』
引
め
//

一
理
う

片
《
ペ

ナ
調
よ

F
み
に

レ
て
机

守

卜
け
さ

F

)

ス
つ
流

十

、
d
dヅ勺

ゃ
を
を

R
i
vb

T

一一

一
ど
ス

}

グ
‘汀

ナ
な
力
示

Jdι
てて、:lL 

• 

一
…袋装べ

よ

コ
り
食
し

角
切
や
ま

三
水
ズ
し

※CODと.(cl:?
「化学的酸素要求量」
のことで、主に海の
汚れの程度を表わす
ものです。だから、
この数字が高いほど、
その水は汚れている
ことになります。

大村湾の
COD発生源の割合

知ってましたか?
原因の約60%が生活排水なんです。

大村湾の水質悪化にはいろんな原因があるの

ですが、実は最も大きなものは家庭から出る

生活排水 (台所ー洗濯・お風呂など)だった

のです。

で、きることからやってみる。
それが一番の近道!

まずは、自分ができることから気軽
にはじめてみましょう。大村湾を守って
いくのは、意外とそんなことの積み重ね
なのです。さっそく今日から一つく

らい試してみませんかっ

使ったあとの鍋や皿は 、洗う前

古くなったう由は、 パッ ク処理で
ごみに出したり、堆肥に衰えた
りしま し ょ う ~、

米のとぎ汁は、畑や花壇の散水 I~，p 
に使ってみましょう。 ーこ←

ーー{ 台所や洗濯などで使う石けんや II:r I 
ハ石盟主 洗剤は、できるだけ環境にやさ i ~~\C 
¥/1  しいものを選ぶようにし 、使用 ~ 
'It----' に際しでは適正量を心がけまし

みそ汁やジュース 、牛乳などは
注いだ分は残さず飲んじゃいま
しょう。

) 

美しい地球を子どもたちに!
「第4田地球環境セミナ-J

地球の声を聴こう
地球環境の実態を知っ て、私たちに伺ができ
るかこのセミナーを契機に一緒に考えていき
ましょ う。

・日時/2月21日(日)
午後 1時20分間場・ 1時50分間演

.講師/高木善之氏
(ネットワーク「地球村」代表)

.テーマ/r地球は今…』
・会場/体育文化センター さくらホール

・参加費/前売券1，000円・当日券1，500円

定員500人
.問い合わせ/1地球の声を聴こうJ市民の会

指方Te1.52-6953・大崎Te1.53-8911

ょっO

ごみは持ち帰りましよう

最近、空き缶や弁当がら等のごみが目につきます。特
に道路沿い、駐車場、公園、山間部等にはごみの散乱が
後をたたない状況です。

これらのごみは、単に美観を損ねるだけでなく、悪臭
の発生など環境汚染を引き起こしています。この大切な
自然環境を守り、美しい豊かな環境を将来の世代までに
引き継pでp くためにも、ごみは必ず持ち帰りましょう 。

問い合わせ 環境保全課 (内線142)
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ごみ袋は、 午前8時30分までに!

(後出しをされた方は、直接持ち込むか、次回に出して
ください。)

ごみ袋は、 口を必ず結んでから。

ぺットボトルマ ク

老う一度確認しよう

可燃ごみの出し方

(ペットボトル、ダンボールなど)
A 資源物を入れない。

PET 

※ダンボールを切って入れる人がいますがこれもダメです。
※ベットボトルの混入されたごみ袋は、 4月からシールを貼リ、
収集しませんのでご注意ください。

生ごみは、水切りを良くしてから。

発砲スチロールは、 Iこぶしjの大きさに
してから。

ためます

みそ、粕、流し排水溜桝の沈殿物等は、

ごみ袋にその旨を記入してから。
※収集員にわかるように大きくマジック等で記入してください。

ご存じですか?
市販されている透明袋には、 低密度ポリエチレン使用と

高密度ポリエチレン使用があります。

低密度は無色透明であリ、高密度は半透明です。

購入される時には、ごみ袋の包装をしてある袋に表示されて

いるので、良く確認の上、必ず低密度を購入して ください。

(注)
低密度ポリエチレン使用で炭酸カルシウム入がありますが、
これは半透明ですので使用できません。
お願い 可燃ごみ置場の近くに、車は駐車しないで、ください0

・問い合わせ清掃課 Tel.54-3100

六のフシの処理l之ついて
犬などのペットの糞は、庭などに埋めるなどして自ら
処理してください。また、散歩中に使った紙などは糞
をよく落として可燃物収集日に出してください。
猫砂は自ら処理されるか、糞をよく落として清掃セン
ターに持ち込んでください。

※12月号広報おおむらに 「フンは燃えるゴミと一緒に
可燃物回収日に出してください」と掲載しましたが
上記のとおリ訂正します。

・問い合わせ環境保全課 (内線142)

15 

ルールとマナーの問題です。
きめられた方法で出されますよう

ご協力をお願いします。

重量のあるごみは、分けてから。
大人が片手で持てる位の重量に。

収集車に直接入れる人がいます。
危険ですから絶対に入れないこと。

灰は、飛び散らない程度に、水を
含ませてから。

草は、天日に干し、土を落として

から。

オムツの便は、取り除いてから。

ふん

ペ ッ ト の 糞は、自分で処理して
ください。
(猫砂は糞を取り除いてから、直接持ち込み
となります)

j由を容器に入れたまま出す人がいます。
固めるか、布切れまたは新聞紙などに
限わせてから。

ごみ袋は、市販されている無色透聞の
ごみ袋で。



ねずみの駆除|こついて

ねずみは、年聞を通じて活動し、ペ

ストの媒介となるノミや病原菌の増殖

の原因となります。駆除の方法としては、

まず普段からえさや巣になるような場

所を与えないように整理整頓・清掃(特

に食品や生ごみ、 ペッ トのえさの管理)

を十分に行うことが必要です。 (定期

的な大掃除は非常に効果的です)

その上で、繁殖時期 (3-5月、 9-11

月)の前に殺そ剤(ラ ットライス )を

配置するのが効果的です。

特に、住宅が密集している地域では、

隣近所申し合わせて一斉に駆除するこ

とで、よりよい効果が得られます。

※注意
殺そ剤 (ラ、ソ トライス)の用法については、
薬局で購入の際に確認してください。

問い合わせ 環境保全課(内線144)

平成11年度から

く平成11年 3月分/平成11年 5月請求から〉

水道料金・下水道使用料の
納付方法ガ変わります

水道料金・下水道使用料については、それぞれの納

付書または、口座振替で納付していただいておりますが、

平成11年度(平成11年 3月分/平成11年 5月に請求)

から、合算した金額で納付していただくようになります。

-納付書は、水道部からの発送となります。

・納付書には、水道料金・下水道使用料の内訳を記載していますが、

合算した金額を納付していただきます。

・水道・下水道の、開始・中止等の手続きは、水道部の窓口だけで

行います 0

・納入方法に関するお知らせについては、月Ij途利用者の方に通知し

ます 0

・ 3月の水道メーター検針分から、お知らせ票に水道料金、下水道

使用料を各々記載し、合計金額をお知らせします。

-それぞれの料金のお問い合わせは

水道料金……… 水道部業務課 Te1.53-1111 

下水道使用料... 下水道業務課 Te1.53-4111 (内線411・412)

'99 ミÃ~たN募集 姉妹都市20周年記念事業ヘ

のおさそい

圃応募資格/満18歳から25歳まで (4月1日現在)の

未婚の女性で大村市内に居住している人。

(ただし、高校生を除く )

・応募方法/最近5か月以内の写真と備え付けの申込書に

必要事項を記入 して申し込んでください。

※写真は L版で上半身と全身の各 1枚

・申込書設置箇所/(社)大村市観光協会・市役所観光課・

大村市観光案内所

圃審査/3月14日(日)、午後1時

国審査場所/大村商工会議所 (非公開)

※ミスおおむら桜、ミス花しょうぶ各々 1名を決定

※今回の任期は平成12年3月末日までです。

・応募締切/2月27日(土)必着

-問い合わせ・申込書送り先

干856-0834

玖島1丁目45番地3 社)大村市観光協会 Te1.52-3605 

大村市と姉妹都市である秋田県角館町と

の20周年記念事業が5月に角館町で開催さ

れます。親善協会では、記念行事への参加

を市民の皆様か ら次のとおり募集します。

・旅 程/4月 30 日 (金)~5 月 3 日 (月)
※記念式典およびみちのく観光

.所要経費/約13万円

圃募集人員/20人程度 (定員にな り次第締め切り )

圃申込方法/官製はがきに住所・氏名 ・年齢・

電話番号を明記のうえ、下記まで

申し込んでくださし ¥0

・募集締切/2月10日(水)必着

干856-8686 玖島1丁目25番地

大村市役所観光課内

大村市姉妹都市親善協会事務局

・問い合わせ観光課 (内線242)

16 
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春燭漫・・・さくらホールスプリング・コンサート

西村朗 (作曲家)

クラシック音楽は難しくて・・・ 。と思っていらっしゃいませんか?ご安心くだ さ1， io 

音楽はその文字どおり “音"を “楽 しむ" ものです。カザルスホールのティータイムコ

ンサー 卜で大好評だった作曲家西村朗の軽妙酒脱なトー クはいつのまにか皆様を音楽の

世界へ誘ってくれることでしょう 。ピアニストはミラノと東京を拠点に活躍する今や日

本の音楽界に不可欠の迫昭嘉。弦楽四重奏団、クァルテッ卜・アルモニコは、

今井信子折 り紙付きで売 り出し中の若手アンサ ンブル。ロマンティックな

詩情溢れた名作の数々、きっとお楽しみいただける ことでしょう 。

[クァルテッ ト・アルモニコ]

窪田亮 菅谷早葉

生田絵美 阪本奈津子

3月30日(火)
O開場午後6時・開演午後6時30分

Oさくらホール

。チケット料金[全席指定]

一般 3，000円会員2，700円

Oプログラム

J¥イドン/弦楽四重奏曲第 l番 変ロ長調 「狩」作品 l
シューマン/アラベスク ハ長調作品 18 
ショパン/バラード第 l番 卜短調作品 23 
ショパン/バラ ー ド第 2番 へ長調作品 38 
ショパン/ポロネーズ第 6番変イ長調 「英雄」作品 53 

0出演
迫昭嘉 (ピアノ )

[ク 7ルテ ッ 卜・アルモニコ] (弦楽四重奏)

菅谷早葉(第一ヴァイオリン) ・生田絵美 (第二ヴァイオリン)

阪本奈津子 (ヴィオラ) ・窪田亮 (チェロ)

主催/市民芸術鑑賞事業実行委員会
(財)大村市振興公社

※出演者などは変更になる場合がありますのでご了承ください。

護席ねすか!子ケロトl~歯車的に

ピアノと木管五重奏
アンサンプル・ベガ

担評罪責申!

Men's 
Y.LEAGUE 

感動のスポーツドラマを実感!

第5回Vリーグ
男子公式戦大村大会

2月13日(土)

場i 簿

一町一
挙
伊

サン卜1)

サンパ ズ

F2' 嬬空rsS
豊田合成

トレフェルサ
旭化成

スパ キッズ

午後2時試合開始
Oメインアリーナ

.第 1試合

豊田合成 ms旭化成
.第 2試合

NEC⑧ サントリー

。チケ ット料金 ※()内は当 日料金

指定席 3，500円 (4，000円)

高校生 1，000円 (1，300円)

中学生 800円 (1，000円)

小学生 500円 (700円)

2月5日(金)
Oさくらホール

Oチケ ット料金

般

小中高生

開場:午後6時間演 :午後6時30分

2，000円 (会員1，800円)

500円

l I ro~ l， ¥"EiOt! 11財)大村市振興公社820-7200(月一午前…iDJ時.
ワ
t



市役所

ft53・4111(代表)

外
国
人
一
雇
用
管
理セ

ミ
ナ
ー

県
職
業
安
定
課

(
8
0
9
5
1

8
2
2
4
9
3
0
)
 

外
国
人
労
働
者
に
係
る
雇
用
管
理
の

改
善
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
適
正
な

労
働
条
件
お
よ
び
安
全
衛
生
の
確
保
を

は
か
る
た
め
に
標
記
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
ま
す
。

日
時

2
月
四
日
俗
、
午
後
1
時
初
分

1
4
時

場

所

セ

ン

ト

ヒ

ル

長

崎

(
長
崎
市
筑
後
町
)
対
象
外
国
人

労
働
者
を
雇
用
し
て
い
る
事
業
主
あ
る

い
は
雇
用
し
よ
う
と
す
る
事
業
主

参
加
費
無
料

大
村
市
農
業
委
員
会
委

員
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

(
内
線
3
4
0

平
成
日
年
1
月
1
日
現
在
で
調
整
し

た
大
村
市
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名

簿
の
縦
覧
を
次
の
要
領
で
行
い
ま
す
。

日
時

2
月
お
日
ω
1
3
月
9
日
仰
、

午
前
8
時
加
分
l
午
後

5
時

場

所

大
村
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

※
但
し
、
土
曜
日
お
よ
び
日
曜
日
は
市

役
所
宿
直
室
で
行
い
ま
す
。

平

成

什

吃

年

度

委
託
業
務
関
係
の
指
名

願
申
請

管
財
課
(
内
線
2
3
0
・
2
3
1
)

平
成
日
・

2
年
度
委
託
業
務
関
係
の

競
争
入
札
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
人

は
、
次
の
と
お
り
参
加
資
格
審
査
申
請

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

業
種
警
備
・
清
掃
・
廃
棄
物
処
理
・

消
防
設
備
・
機
械
設
備
・

害
虫
駆
除
・

そ
の
他
保
守
点
検
管
理
を
要
す
る
業
種

申
請
期
間

2
月
日
日
卯
j
お
日
倒

申
請
書
類
市
の
独
自
様
式
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
建
設
工
事
お
よ

び
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務

に
つ
い
て
は
、

3
月
1
日
間
j
紅
白
川川

ま
で
受
付
を
し
ま
す
。
詳
し
く
は
3
月

号
に
掲
載
し
ま
す
。

申
請
場
所
管
財
課
監
理
係

女 受
性z
ド主
ラ声

特イ ぞ
;ノミきBU'， 士

講 E え
習 な
~ 

大
村
市
交
通
安
全
母
の
会
連
合
会

事
務
局
(
包
@
9
8
8
9
)

日
時

2
月
お
日

ω、
午
後
1
時
加
分

1
3
時

却

分

会

場

大

村

警

察

署

内
容
映
画
・
交
通
課
長
講
話
・
交
通

安
全
教
育
車
に
よ
る
適
正
検
査
等
申

込
方
法
事
前
の
申
し
込
み
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
当
日
、
午
後
1
時
加
分

ま
で
に
会
場
に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

受
講
料
無
料

家
庭
教
育
を
考
え
る
会

結
成
加
周
年
記
念
講
演
会

家
庭
教
育
を
考
え
る
会

坂
元
(
宮
⑮
2
0
9
2

日
時

2
月
ロ
日
樹

、
開
場
午
後
6

時
・
開
会
午
後
6
時

加

分

会

場

市

民
会
館
演
題

『未
来
へ
つ
な
ご
う

い
の
ち
と
こ
こ
ろ
』
講
師
鈴
木
健

二
(
全
国
い
の
ち
の
応
援
団
長
)

入
場
料

1
、
0
0
0
円
(
高
校
生
以

下
無
料
)
※
手
話
通
訳
も
あ
り
ま
す
。

長崎街道ガイドブ¥ソク

「長崎街道・大村路j発売
平成 10年 12月5日に行われた長崎街道シンポジウ

ムに併せて、長崎街道のガイドブックが発行されま

した。大村の長崎街道の道筋や長崎街道を取り巻く様々

な風景、街道の成立、街道の運んだものなどをシー

ボル トやワーグマンなど街道を歩いた多くの人々の
工ピソー ドや絵を交え、写真を中心に紹介した本で、すO

この機会にあなたの身近にある長崎街道について、

もう一度見直してみませんか。

「カエルの城J
i ヨースタ イン・ ゴルテル著

: おじいちゃんが死んだ。心臓が止ま ったか
らって、どうして死んでしまうの。おじい
ちゃんはどこにいるの?その答えは、僕が
夢の中で、出会った人たちが教えてくれる。
でも、それはいったい誰の考えなのだろう
…?ベス トセラー 「ソフィーの世界」の著
者がおくる珠玉のファンタジ 一。

憧れのまほうっかい (さくらももこ著)/悪魔と手を組め
(ジャック・ ヒギンズ著)/母の自民り (アナ クインドレ

ン著) /約束された場所で (村上春樹著)/楽毅 第 3巻
(宮城谷昌光著)/眼の探索 (辺見庫著)/幸福の船 (平

岩弓枝著)/風の部屋 (藤堂志津子著)/ゴ jレドラッシ
ユ (柳美里著)/黒猫ロック (谷村志穂著)/水の翼 (小
池真理子著)/新説 赤穂事件 (童門冬二著)/リザベ
ション-ブルース (シャーマン・アレクシ 著)/金融崩
壊小説日本銀行 (杉田望著)

この他にもたくさんの新着図書を用意しています。

どうぞ、ご利用ください。

問い合わせ 市立図書館 (ft. FAX⑫245(7) 

忌
'
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寺
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v
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主
宰

一一一

丸
育
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讃
ち

関

ゆ

鴻

析

し
重
ロ

大
「

プヨ松原市

~..: .. 可晶ド主

守?二重要
文化課図書館コミセ、
各出張所などで販売。 ノ 1冊 1，500円

.問い合わせ 文化課 (内線369)

18-

------・百

平成10年12月18目、大村家庭教育を考える会から市立
図書館へ 「いのちの文庫 (あなたは望まれて生まれた大切
な人)Jが寄贈されました。これは、 「いのちのすばらしさ」
「いきることの大切さJを多くの人に考えてほしいという

願いから贈られたものです。三遊亭歌之介さんのビデオな
どもあリます。ぜひ一度ご覧になってください。



大
村
子
ど
も
劇
場
第
卯
回
例
会

「
協
快
な
コ
ン
サ
ー
ト
」

(
D
パ
の
音
楽
座
)

大
村
子
ど
も
劇
場(宮

③
7
0
6
3
)

日
時

2
月
げ
日
側
、
午
後
6
時
却
分

j
8
時
会
場
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

さ
く
ら
ホ
l
ル
入
場
料
会
員
・
:
会

費
よ
り
支
払
い
ま
す
。
当
日
会
場
で
も

入
会
で
き
ま
す
。
入
会
時
2
、
2
0
0

円
(
入
会
費

+
2か
月
会
費
)

下
水
道
工
事
に
伴
う
交
通

規
制
の
お
知
ら
せ

下
水
道
建
設
課
(
内
線
4
0
4
)

工

事

区

間

久

原

2
丁
目
与
崎

l
岩

松
・
針
尾
川
間
の
国
道
弘
号
J

R
側
歩

道
(
約
1
キ
ロ
)
に
下
水
道
管
を
布
設

し
ま
す
。

工
事
期
限

6
月
末
予
定

施
工
時
間

午
後

9
時
j
午
前
6
時

交
通
規
制
午
後
日
時
j
午
前
5
時

※
国
道
車
道
に
つ
い
て
片
側
交
互
通
行

と
な
り
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

市役所

ft53・4111(代表)

大
村
市
指
定
給
水
装
置
工
事

事
業
者
の
指
定
に
つ
い
て

水
道
部
工
務
課
(
岱
(⑮
1
1
1
4
)

大
村
市
に
お
い
て
給
水
装
置
の
工
事

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
工
事
事
業
者
と

し
て
、
次
の
と
お
り
指
定
し
ま
し
た
。

指
定
番
号
羽
工
事
事
業
者
名

側

向
井
管
工
社
(
佐
世
保
市
松
原
町
お
1

9
)

指
定
年
月
日
平
成
凶
年
ロ
月

3
日

。
ご
存
じ
で
す
か
?

市
水
道
を
ご
使
用
の
給
水
装
置
の
工

事
は
、
市
が
指
定
し
た
工
事
事
業
者
で

な
け
れ
ば
、
施
工
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
も
し
、
そ
の
他
の
者
が
、
勝
手

に
給
水
装
置
を
設
置
し
た
り
、
改
造
し

た
り
し
た
場
合
、
給
水
が
で
き
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

相
続
相
談
の
お
知
ら
せ

各
司
法
書
士
事
務
所

料場期
金所 間

無市 2
料 内月

各 1
司 日
法 (月)
書 j

士 28
事 日
務 (日)
戸灯

第
け
ロ

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
ま
つ
り

勤
労
青
少
年
ホ

l
ム

(包

@
1
3
5
3
)

日
時

2
月
お
日
側
、
午
前
日
時
l
午

後
4
時

場
所

勤
労
青
少
年
ホ
l
ム

展
示
池
坊
・

安
達
流
・
専
正
池
坊

・

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
・
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
-

ペ
ン
習
字

実

演

着

物

着

付

バ

ザ

ー

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
・
お
で
ん

茶
会
表
千
家

平
成
け
年
度

公
正
取
引
委
員
会

消
費
者
モ
ニ
タ
ー
募
集

商
工
課
(
内
線
2
4
1
)

消
費
者
の
皆
様
か
ら
日
常
の
生
活
経

験
に
照
ら
し
た
率
直
な
意
見

・
要
望
や

情
報
を
消
費
者
行
政
に
役
立
て
て
い
く

た
め
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

資

格

却

歳
以
上

任
期

4
月
か
ら

平
成
ロ
年

3
月
末
ま
で
仕
事
内
容

・
モ
ニ
タ
ー
研
修
会
(
年
2
回
)
に
出

席
・
年
数
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
回

答

・
自
由
通
信
に
よ
り
消
費
者
と
し
て

の
意
見
、
要
望
、
情
報
を
随
時
提
供
・

公
正
取
引
委
員
会
が
お
願
い
す
る
調
査

に
協
力
な
ど
。
法
律
等
専
門
的
な
知
識

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

謝

礼

年

額

1
万
2
、
0
0
0
円
(
予
定
)
・
モ
ニ

タ
ー
研
修
会
へ
の
出
席
旅
費
支
給

申
込
期
限

2
月
5
日
働

平
成
什
年
度

大
村
建
設
技
術

専
門
学
院
訓
練
生
募
集

大
村
建
設
技
術
専
門
学
院

(宮
⑬
8
3
8
5
)

訓
練
科

建
築
設
計
科

期
間

2
か

年
(
夜
間
)

日
時

毎
週
月
・
火

・

水
曜
日
、

午
後
6
時
加
分
1
9時

申
込
期
限

3
月
紅
白
側

住
宅
情
報

-
市
営
住
宅
入
居
者
募
集

申
込
期
限

2
月
叩
日
制

抽

選

日

2
月
叩
日
制

午
前
叩
時

i

入

居

日

3
月

1
日
制

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

建
築
課
(
内
線

4
4
1
)

住宅名 戸数 間取り |構造 階

i也 田 2 K 中耐4 4 

久原第2 2 3DK 中耐5 2.3 

植 本公 2 3DK 中耐3 1 • 3 

木 士暴 3DK 中耐3 2 

※中耐 中層耐火構造
※家賃は入居住宅および入居者の収入によって巽なります。

※公営住宅では、犬・猫等ペット類の

飼育・持ち込みはできません。

fl.プんふんJI;t.、 lIi!Ï~"BG [，;の按嘉彦を原須[，;~[，;;εff 
「上手なお金の借り方・預け方」や将来の生活設計などについ

30歳代 ...... ・ 40~50歳代 ...... ・ 60歳代 ...... ・h て、皆様と一緒になって考え、そしてアド/¥イスカずできる「けんみん

ファイナンシャjレプρランナ 」がいます。日々 の暮らしの中で、一生

ついてまわるすべてのご相談や、お金の有効利用に関するプラン

を皆様の生活に置き換えて一緒になって考えます。

お近くの「けんみん」をお気軽にご利用下さい。

Zけんみん
長崎県民信用組合

362日いつでもご相談受け付けております。お気軽にご相談下さい。

大村支庖 干856・0822 大村市古町2丁目517-1 TEL0120ー 0892-54
富の原出張所 〒856-0806 大村市富の原2丁目355・4 TEL0120ー 0892-53
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市役所

ft53・4111(代表)

平
成
什
年
度

長
崎
県
立
富
・
聾
・
養
護

学
校
入
学
案
内

各
中
学
校
ま
た
は

学
校
教
育
課
(
内
線
3
6
4
)

次
の
学
校
で
生
徒
募
集
が
あ
り
ま

す
。

f 主記. 校 名 部・学科

県 立 τ目二二ご 学 校 幼稚部 (3・4'5歳)
高等部

県 立 ろ つ '#-斗ζ. 校 高等部専攻科

県立 佐 世 保 ろ う 学 校 幼稚部 (3・4・5歳)

県 佐世保養護学校
高等部普通科

県立久原養護学校

県立鶴南養護学校 ※訪問教育(試行)

県立諌早養護学校

県立希望が丘品等養護学校
高等部普通科

県立 桜 が 丘 養 護 学 校

み
ん
な
で
「
記
念
の
森
」

ま
せ
ん
か
っ
・

「
記
念
の
森
づ
く
り
記
念

植
樹
フ
ェ
ス
タ
」
参
加
者

募
集

を
育
て

県
林
務
課

(
8
0
9
5
8
2
3

1
3
5
2
9
)
 

長
崎
県
で
は
、
あ
な
た
の
人
生
の
記

念
(
結
婚
・
誕
生
・
入
学
・
卒
業
等
な

ん
で
も
可
)
に
記
念
植
樹
を
す
る
人
別

名
(
組
)
を
募
集
し
ま
す
。

日
時

2
月
お
日
間
、
午
前
日
時
加
分

ま
で
に
現
地
集
合
※
荒
天
の
場
合
、

3
月
7
日
間
に

順

延

場

所

長

崎

県

民
の
森
内

「記
念
の
森
」
(
西
彼
杵
郡
外

海
町
)
応
募
資
格
大
村
市
、
東
彼

杵
郡
、
北
高
来
郡
内
に
居
住
さ
れ
て
い

る
方
、
そ
の
親
子
、
兄
弟
、
グ
ル
ー
プ

な
ど
応
募
方
法
記
念
標
柱
な
ど
の

作
成
に
必
要
で
す
の
で
、
は
が
き
等

(
F
A
X
も
可
)
に
、
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
・
何
の
記
念
か
を
明
記
の
う
え
、

お
送
り
く
だ
さ
い
。

送
り
先
一
T
8

5
0
i
8
5
7
0

長
崎
市
江
戸
町
2

番
目
号
長
崎
県
林
務
課

「記
念
の
森
」

造
成
係

(
8
0
9
5
8
2
3
1
3
5

2
9
F
A
X
0
9
5
8
2
1
1
 

2
5
5
)

応
募
締
切

2
月
日
日

制
必
着
(
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
)

中
央
公
民
館

講
座
受
講
者
募
集

中
央
公
民
館
(
宮
⑪

3
1
6
1
)

。
「
歴
史
民
俗
学
講
座
」

対
象

一
般
成
人

期
間

2
月
日
日

ω
1
3
月
日
日
ω
、
毎
週
火
曜
日
、
午

後
7
時
鈎
分
1
9
時
(
全
5
回
)

定
員

ω人

。

「
中
高
年
の
た
め
の
健
麗
講
座
」

対
象

一
般
成
人

期
間

2
月
口
日
制

1
3月
白
日
側
、
毎
週
水
曜
日
、
午
後
7

時
1
9時
(
全
7
回

)

定

員

初

人

申
込
方
法
往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
講
座
名
を
記

入
の
う
え
、
一
T
8
5
6
0
8
3
6

幸

町

お

お

「中
央
公
民
館
」
へ
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

合
、
抽
選
)

(
申
込
多
数
の
場

「ウ
ォ
i

キ
ン
グ
」

「お
リ
が
み
で
あ
v
で
ぼ
う
」

参
加
者
募
集

中
地
区
公
民
館
(
岱
@
1
3
7
6
)

。
「
大
村
j
鹿
島
問
ウ
ォ

i
キ
ン
グ
」

国
道

4
4
4
号
大
村
・
鹿
島
間
開
通

を
記
念
し
て
、
大
村
か
ら
鹿
島
ま
で
の

コ
l
ス
を
ウ
ォ

l
キ
ン
グ
し
ま
す
。

日
時

3
月
U
日
制
、
集
合
午
前
8
時

加
分
却
キ
ロ
コ

l
ス
(
黒
木
小
学
校

↓
平
谷
黒
木
ト
ン
ネ
ル
↓
鹿
島
市
役

所
)
・
:
午
前
日
時
ス
タ
ー
ト
、
叩
キ
ロ

コ
I
ス
(
黒
木
小
学
校
↓
平
谷
黒
木
ト

ン
ネ
ル
↓
鹿
島
市
本
城
)
:
・
午
前
日
時

加
分
ス
タ
ー
ト
※
雨
天
決
行
対
象

健
康
な
人
、
学
童
は
保
護
者
同
伴
定

員

5
0
0
人
(
申
込
多
数
の
場
合
、

l覇基砧酋さ舗|

抽

選

)

参

加

料

大

人

2
、
8
0
0

円
、
小
学
生
以
下
2
、
0
0
0
円
(
保

険
料
・
貸
切
パ
ス
代
含
む
。
当
日
徴
収

し
ま
す
の
で
つ
り
銭
の
な
い
よ
う
お
願

い
し
ま
す
)
携
行
品
弁
当
・
水
筒

な
ど
申
込
方
法
往
復
は
が
き
に
参

加
者
全
員
の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
・
コ
ー
ス
名
を
記
入
し
て
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

一丁

8

5

6

0

8
1
4

松
並

1
丁
目

2
4
6
1
5

「
中
地
区
公
民
館
」

申
込
期
限

2
月
お
日
同
必
着

。
「
お
り
が
み
で
あ
そ
ぼ
う
」

お
り
が
み
で

「お
ひ
な
さ
ま
」
を
折

っ
て
あ
そ
び
ま
す
。
参
加
料
は
無
料
。

誰
で
も
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
。

日
時

2
月
初
日
出
、
午
後
2
時
j

4

時

場

所

中

地

区

公

民

館

内

容

「
か
わ
い
い
お
ひ
な
さ
ま
」
持
参
品

は
さ
み
・
ボ
ン
ド

10 : 00~11 : 00 
14 : 00~15 : 00 

(アニメ 30分)

(アニメ 12分)

(アニメ 12分)

市コミセン
西大村コミセン

O トム・ソーヤの冒険

O言うなの地蔵

O猿地蔵

2/13 (土)

2/13 (土)

中地区公民館 10: OO~ 11 : 00 

(アニメ23分)

(アニメ 25分)

(アニメ 10分)

ん

い

さ

か
や
、
っ

し

ど

い

ん

正
箱

お

う

m
宝

の

け

ぶ

ま

ば

と

く

お

刊
空

0

0

0

 

カメラを持って気軽にパスフォトハイキンク

太宰府フォトハイクのご案内
日時 2月21日 参加費 4，000円
場所太宰府方面 参加ご希望の方はお電話で

お申し込み下さい

-20 

あなたのお婦さな写真で作る

オI)::;i十IL 50度数

戸ア土 テレホンカード￥1000
1之万( *あ視し Td-とグあ虐 しこ ご引用下さい巴
とでアてザ 本 1眼力ら出烹ます.

ô しょ~竺竺主主:

Jぐ矢点~~~{tl/'~/~仰UJi1l
芙~~ )記念写真It一生の宝です。

真t1tTrt写

で‘イ乍った

ンカード(50度数)1枚プレゼント

・ランドセル(黒、赤)は準備し
ております。

・庖内駐車場約10台収容
できます0

.長崎インターナショナル
ホテル写真室にでも損
影承ります。
予め本庖までζ 予約
下さい。



市役所

ft53・4111(代表)

-・E・・園田園圃圃園田罰掴周司IIII!砲重度"

軽
ス
ポ
ー
ツ
大
会

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
(
内
線
3
6
6

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
市
民
の
親
善

友
好
と
健
康

m

つ
く
り
に
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

日
時

2
月
紅
白
側
、
午
前
9
時
加
分

場
所
桜
が
原
中
体
育
館
(
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
)
、
大
村
高
校
体
育
館
(
イ

ン
デ
ィ
ア
カ
)
、
陸
上
競
技
場
(
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
)
資
格
市
内
在
住
者
、

ま
た
は
市
内
の
事
業
所
に
勤
務
す
る
人

種
目

一
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

}
O
フ
ァ
ミ
リ

ー
の
部
・
:
1
チ
l
ム
6
人
以
内
(
常
時

大
人
2
人
・
子
供
2
人
(
小
学
6
年
生

以
下
)
が
い
る
も
と
の
と
す
る
)

。
女
子
の
部
・
・
・
中
学
生
以
上
の
女
子
で

1
チ
l
ム
6
人
以
内
の
職
場
・
グ
ル
ー

プ
.
地
域
で
編
成
。
ト
リ
ム
の
部
:
・

男
子
お
歳
以
上
、
女
子
初
歳
以
上
の
男

女
各
2
名
で
編
成

一
イ
ン
デ
ィ
ア
カ

}
O男
子
の
部
(
男
女

混
成
で
も
可
)
O女
子
の
部

一
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
}

。
団
体
の
部

(
l
チ
l
ム
6
人
)

参
加
費

1
、
0
0
0
円

申
込
締
切

2
月
5
日
働
※
申
込
用

紙
は
各
出
張
所
に
も
あ
り
ま
す
。

一
市
長
杯
争
奪

市
民
サ
ッ
カ
ー
大
会

市
サ
ッ
カ
ー
協
会

柴
田
(
岱
@
6
7
8
2
)

サ
ッ
カ
ー
を
愛
す
る
仲
間
た
ち
が
好

プ
レ

1
・
珍
プ
レ
ー
を
発
揮
す
る
市
民

サ
ッ
カ
ー
の
日
で
す
。

期
日

4
月
4
日
同

・
1
日
間

場
所

浄
水
管
理
セ
ン
タ
ー
グ
ラ
ン
ド
ほ
か

資
格
市
内
在
住
者
お
よ
び
、
市
内
職

場
、
職
域
で
働
い
て
い
る
人
参
加
料

7
、
0
0
0
円
(
保
険
料
含
む
)

申
込
期
限

2
月
日
日
卯

1.、
、.'一宅玄ゴ

第

1
回

大
村
市
民
フ
ァ
ミ
リ
ー

ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
大
会

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
(
内
線
3
6
6
)

期
日

3
月
比
日
間

・
2
日
間

※
雨

天
決
行
場
所
森
園
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス

ポ
l
ツ
広
場
・
浄
水
管
理
セ
ン
タ
ー
グ

ラ
ン
ド
・
大
村
工
業
高
校
グ
ラ
ン
ド

資
格
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
・
:
小
学
生
以

下
2
人
、
女
子
1
人
、
中
学
生
以
上
2

人
で
構
成
さ
れ
た
チ
l
ム
(
常
時
ピ

ッ

チ
上
に
い
る
こ
と
)
で

l
チ
l
ム
叩
人

と
す
る
。

一
般
の
部
・
:
中
学
生
以
上

で
構
成
さ
れ
た
チ
l
ム
で

1
チ
l
ム
叩

人
と
す
る
。
(
未
成
年
の
選
手
は
保
護
者

の
同
意
が
必
要
)
参
加
料

1
チ
ー

ム
3
、
0
0
0
円
(
申
込
時
)

申
込
期
限

2
月
四
日
樹

畠時-・E・-曙園圃圃圃圃圃E盟謝繍

第

8
回

大
村
マ
ス
タ
ー
ス

陸
上
競
授
大
会

長
崎
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
連
大
村
支
部

川
島
(
岱

@
4
2
8
2

期
日

4
月
4
日
間

(
雨
天
決
行
)

会
場
市
営
陸
上
競
技
場
種
目

1

万
メ
ー
ト
ル
・
棒
高
跳
び
を
除
く
全
種

目
参
加
資
格
男
子
お
歳
以
上
、
女

子
初
歳
以
上

(
4
月

4
日
を
基
準
)

参
加
料

1
種
目
2
、
0
0
0
円

2

種
目
3
、
5
0
0
円

3
種
目

5
、
0

0
0
円
申
込
期
限

3
月
初
目
的

市
醤
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
利
用

調
整
会
議

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
(
内
線
3
6
6
)

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
平
日
の
昼
間
に
、

継
続
し
て
使
用
を
希
望
さ
れ
る
団
体
は
、

年
2
回
の
調
整
会
議
に
よ
り
、
コ
ー
ト

の
予
約
が
で
き
ま
す

o
m名
以
上
の
社

会
人
団
体
は
ぜ
ひ
、
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

期
日

2
月
ロ
日
倒
、
午
後
7

時
場
所
陸
上
競
技
場
事
務
室

※
4
月
i

9
月
ま
で
の
コ

l
ト
割
り
当

て
を
決
め
ま
す
。
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口にあてはまる数字を答えてください。

年齢口歳未満の未成年者は選挙権がなく 、

政治的判断においても十分ということができ

ないことから 、選挙運動をすることが禁止さ

れています。したがって 、街頭演説を行った

り個人演説会で弁士として演説するなどの直

接選挙人に働きかける行為は違辰になリます。

クイズの答

住所

氏名

年齢

電話番号

応募締切 2月20日(土)当日消印有効

※正解者5人に記念品を贈呈 (正解者多数の場合は抽選。
当選人の発表は発迭をもって代えさせていただきます)

選挙管理委員会事務局 (1月号の正解/2)

置建持軍帯者響調
圃E璽彊薗題璽-

霊|・価格/1，136.2万円-1，455.3万円
割・最多価格帯/1，300-1，400万円台(4区画J

el・土地面責/172.32m-231.36m
分譲宅地販売申
物 |・所酌大間一・開発蹟/11，155.38而

・総区画数/44区画 ・販売区画数/6区i或
唱ヨJI・土地/宅地 ・用途地1或/用途地i或の指定のない区械
a・..1・国土利用計画法確認書/7水土(確)第9383号
，... ... 白l・建ベイ率/70% .容積率/360%椀1:道路幅員伽でアかル卜 舗装
.. 轟 l・交通/浄水場前バス停200m徒歩3分
'1M 1 西小2，200m徒歩28分西中2，700m徒歩34分
要 |・開発許可番号/長崎県指令7建第問号

・設備/ガス都市ガス、水道市水道、電気九州電力、雑排水・公共下水道
- ，※公告有効期限平成11年3月末日

‘至世世保 歪豆早砂

至宝:;;]1;;空す
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局

@
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市役所

ft53・4111(代表)

ご
寄
付

ご
好
意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

(敬称略)

。
香
典
返
し

社
会
福
祉
基
金
へ

V
永
田
キ
ク
エ
(
玖
島
2
丁

目
)

叩
万
円
V
平
田
た
ゑ
子
(
玖
島
3
丁
目
)

m万
円

社
会
揺
祉
協
議
会
へ

V
高
月
誠

(小
路
口
町
)

5
万
円
V
田
中
守
(
富
の
原
2
丁
目
)
5
万
円

V
鶴
田
勉
(
玖
島
2
丁
目
)
日
万
円

。

一
般
寄
付

社
会
福
祉
基
金
へ

V
大
村
民
踊
協
会
H
m
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
末
永
歌
謡
教
室
H
m万

円
V
堀
川
ミ
ツ
エ
(
西
大
村
本
町
)
毛
糸

文
化
基
金
へ

V
日
舞
連
合
会
H
m万
円

清
和
国
へ

V
親
奉
会
(
森
安
太
郎
・

松
尾
謙
・

末
永
辰
夫
・
小
下

一
義
)
理
容
奉
仕
V
大
正
琴

の
会
H
琴
演
奏
慰
問
V
日
本
舞
踊
藤
伊
紅
の

会
H
発
表
会
招
待
券

慈
恵
荘
へ

V
尾
迫
忠
義
(
木
場
2
丁
目
)
3
、

0
0
0
円
V
多
良
見
町
老
連
婦
人
部
H
眼
鏡
入

れ
V
西
大
村
小
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
H
車

い
す
磨
き
V
陸
上
自
衛
隊
第
日
普
通
科
連
隊
音

楽
部
H
演
奏
訪
問
V
佐
藤
静

(木
場
1
丁
目
)

サ
ツ

白力

ゴ

¥ '主治.--っ二三J ル
d一戸

℃?4?モミ告書ξニ~~-.- - \てJ の
ー 一一ーιーと..... 云云二 戸ー も ~ -ニふ』 墨書

福田正人様 (宮小路 3丁 目)から大村市サ 目白
ッカー協会へ100万円の寄付があり、サ ッ RE3

カーゴールを購;入しました。

大
根
V
マ
ジ
ッ
ク
同
好
会
日
マ
ジ

ッ
ク
シ
ョ

l

v赤
木
信
雄
(
富
の
原
1
丁
目
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車
イ
ス
磨
き

V
下
川
宣
義

(富
の
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1
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車
い
す
磨
き
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大
村
市
理
美
容
組
合
H
理
容
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仕

マ
永
測

屋
H
ま
ん
じ
ゅ
う
V
野
添
勝
代

(古
賀
島
町
)

2
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円

泉
の
里
へ
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立
正
佼
成
会
諌
早
教
会
大
村
支

部
H
供
養
V
登
貴
和
木
会
日
奉
仕
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永
測
屋
日

ま
ん
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ゅ
う
V
あ
じ
さ
い
会
H
慰
問
・

ヤ
ク
ル

ト
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松
崎
軽
運
送
日
お
む
つ
V
松
尾
栄
次
(
徳

泉
川
内
町
)
み
か
ん
V
南
華
同
継

(松
原
2
丁
目
)

3
万
円
V
佐
藤
静
(
木
場
1
丁
目
)
大
根
V
向

陽
高
校
衛
生
看
護
科
H

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ

ー
パ
ー

平
品

ミ

pt
，ヵ

竹
松
保
育
所
へ

V
竹
松
保
育
所
保
護
者

一
同
H

園
児
保
育
用
品

池
田
保
育
所
へ

V
池
田
保
育
所
保
護
者
一
同
H

園
児
保
育
用
品
・
環
境
整
備

各
保
育
所
へ

V
向
江
徳
子

(宮
小
路
3
丁
目
)

お
手
玉

う
ぐ
い
す
の
丘
へ

V

J
A
葵
の
会
H
介
護
ボ
ラ

車
い
す
寄
贈

保健福祉センター(すこやかセンター)

へ、メロディフ ェア 一実行委員会からチ
ャリ テイコンサートの益金で車いすを購
入し、寄贈していただきました 。今後、

在宅の方々への貸し出し用として活用さ
せていただきます。

ン
テ
ィ
ア
・
車
い
す
磨
き
V
福
田
志
津
子
(
赤

佐
古
町
)
生
け
花

三
彩
の
里
へ
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N
T
T
「

H
&
N
ボ
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テ
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基
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H
m
万
円
V
コ
l
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あ
じ
さ
い

H
コ
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サ
ー
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招
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券
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コ
マ
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電
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金
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労
働
組

合
長
崎
支
部
・
杢
尾
澄
子

(大
川
田
町
)

・
中

山
敦
子
(
東
本
町
)
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石
田
雅
美

(西
三
城

町
)

・
秦
美
千
代
(
古
賀
島
町
)

・
間
ノ
瀬
芳

子

(
植
松
3
丁
目
)
陶
器
祭
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

大
村
子
供
の
家
へ

V
九
州
ジ
ャ
ス
コ
附
大
村

庖
H
ゲ
l
ム
コ
ー
ナ
ー

-
食
事
招
待
ほ
か
V
長

崎
三
菱
信
用
組
合
H
映
画
招
待
V
太
田
茂
方

(
埼
玉
県
与
野
市
)
餅
米
V
森
山
裕
(
池
田
1

丁
目
)
新
米
V
制
諌
早
大
村
法
人
会
H
移
動
式

パ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
・
防
球
フ

ェ
ン
ス

パ
l
ル
ハ
イ
ム
へ

V
マ
ジ

ッ
ク
同
好
会
H

マ
ジ
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ク
シ
ョ

l
・
菓
子
V
紙
ね
ん
ど
H
慰
問
演
奏

光
と
緑
の
園
へ
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天
理
教
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人
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H
繕
い
物
奉

仕
V

へ
ア
メ
イ
ク
2
M
H
散
髪
奉
仕
V
お
は
な

し
の
会
H
絵
本
読
み
聞
か
せ
V
富
の
原
2
丁
目

子
供
会
H
3
万
円
V
純
心
女
子
短
期
大
学
H
学

習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

鈴
田
の
里
学
園
へ
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中
尾
義
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(
陰
平
町
)
野
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V
大
串
伊
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雄
(
大
里
町
)
さ
つ
ま
い
も
V

マ
ジ
ッ
ク
同
好
会
H

マ
ジ
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ク
シ
ョ

l
V
渡
辺

円
融
寺
の
清
掃

グ

向陽高校の生徒25名が円融寺庭園の清掃ボ
ランティアを行いました。
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町
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1
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目
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園
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(
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町
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縫
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V
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良
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芸
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V
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麻
胡
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(
松
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目
)
縫
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山
中
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(
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松
本
町
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縫
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ま
り
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V
小
川
久
枝
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町
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崎
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玖
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江
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玖
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子
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(
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V
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鬼
橋
町
)
大
根
V
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井

梅
香
(
木
場
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丁
目
)
花
V
葉
山
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子
(
桜
馬

か
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場
2
丁
目
)
み
か
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V
新
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一
子

(
協
和
町
)
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記
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の
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タ
村
相

〉

ン
大
市

G
セ
た
村

仮
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し
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重

体
で
付
れ

2月の競艇

女6 日 ~11 日

大村市議会議長杯争奪シニアカップ競走

女25 日 ~3 月 1 日

女17 日 ~22 日

西スポ杯争奪 ウインター カップ競走

一般戦

女14日・ 15日

九州ダービ一場外発売

.さくら御膳・・....................2，000円
@しようぷ御膳・・・・・・・・…........1，500円
φつつじ御膳 ・・・・・・・・・…・・・・・・・・1，000円
.はまだや名物薬草御膳……1，500円

I。黙認引
-22← 

お昼のランチタイムを
始めました。
.ご予算に応じてミニ会席料理も御準備できます。

(2，500円より)
.人数に拘らず個室の御用意もできます。[要予約l

会議やお仲間同志での会食に御利用ください。
(常、個室利用は14:30まで)

.2時間前の御予約で5名様以上の方にはサウナ
付大浴場を無料開放致します。



2月の健康力レジヲー
~11 自
信1 (月)

白川
V

内
，
』
ハ
し

国
民
健
康
保
険
税

3日
(水)

日
付4c
 

(
8期
「
納
期
限

3
月
1
日

目
£
一目
白

5
(一
7
(

ヒコ 18自
の1 (月)
納
期
で
す

9白
(火)

車内

1更

~ 110日
岸I(水)

主同白
と 1 (木)

12日
(金)

14日
(日)

一般健康相談 すこやかセンター(保健福祉センター)

13:00-16:00 ⑮血圧測定体脂肪量測定栄養
相 談ほか

三官官三品健tj?昆♂(52写弘検査セソ 1 1~日
ト渡し 育児相談 1 (月)

リハビリ教室 ?根気の会jすこやかセンター(保健福祉センター)

13 :30-15: 30 ⑮年間計画

マタニティースクール ~明日の親のための学級 ( 1) ~
すこやかセンター(保健福祉センター 116日
13: 30-16: 00 ⑮母子健康手帳 母と子のために I (火)
テキス卜

1歳6か月児健康診査 すこやかセンター (保健福祉センター~ 1178 
fi位以2Z2117日誌主fW|(水)
くださ po)⑮母子健康手帳・問診票・タオル・
母子共現在使用中の歯ブラシ

成人の健康相談 福祉センター

13:00-15:00 ⑮40歳以上 ⑮血圧測定

当番医

(内・小)与那城医院 池田新町 宮⑬5575
(眼) いわさき眼科医院本町 宮⑫3435

ことばの教室 すこやかセンター(保健福祉センター)119日
日誌3JEfZ?22Jこやかセンター I • (金)

⑮母子健康手帳
⑮ことばの発達が気になる幼児

乳幼児すくすく健康相談 す21;η(盟問センターll2Q日 |耳とことばの相談 福祉センター日:00-15:00
③9:30-11:00⑨4か月児(結額探査士号九し (土u
⑧13:3日間 ⑪10か月児以上(嵩掛初号)|21BlT5山下外科医院 西三城町 制 7122

⑮子供用歯ブラシ(現在使用中のもの)またはガ- 1(日) 1 (耳) 下山耳鼻咽喉科医院原口町 宮⑮0648
ゼがあれば持参ください 1___1 
リハ明室 「根気の会 t':::-'¥"7J'センター(岡山i2伊|i:itrdE2tG1官山一)
13 :30-15: 30 ⑮ レクリエーション I "，~-~ I 、 { と ム

マタ二ティースクーjレ ~明日の親のための学級 (2 ) ~ |23日 I I~ハヒリ教主 『摂丸の~j すこやかセンター(保健福祉センター)
I (火) I 13:30-15:30 ⑮音楽療法

すこやかセンター(保健福祉センター 1 
m0-川O ⑮歯ブラシ(現在使用中のもの ) |24H 15fヨゴレJZT門学級 (4 ) ~
当番医 |(水) |930~1300 ⑮母子健康手帳エプロン
(内) 早田内科医院 竹松本町 宮⑮3530i | 卦大 ? 

(眼) みね眼科 東本町 宮⑪3011 12~日 1 3歳児健康ロ7且 す」やかセンター(保健福祉センター)

3歳児健康診査 すこやかセンター (保健福祉センターf1(対 !②13: 00-13 :30 怖 は12日と同様

⑧13:00-13:30 ⑮平成7年8月生まれ(平成7年31___13歳児健康診査 すこやかセンター(保健福祉センター)

ト 7月生まれでまだ受けていない人も受診して 126日 ⑧13:00-13:30 怖 は12日と同様

ください。) ⑮母子健康子帳 問診票 子供用菌 1 (金) 1 こどもリハビリ教室 すこやかセンター(保健福祉センター)

プラン I 13:30-16:00 ⑮は12日と同様

27J山信 ごてお;!?(佐官長三 |2 8 BITE中田外科胃腸科 古賀島町 制 0083
で電話で申し込んでください。 (日) 1 (産) おび産婦人科医院本町 宮~1103
⑮障害を抱えた幼児・児童

i 略号の説明 ⑮…対象 ⑧…受け付け ⑮…内容
当番医 | 

| ⑮…持ってくるもの
(内・呼)みね内科クリ ニック富の原1丁目 fi@l5070I 

(産) ウーマンズクリニリナガ/東三城町 宮⑮1123I 当番医の診療時間 9:00-18:00 

乳幼児すくすく健康相談 竹松出張所

⑧9:30-11:00 ⑮小児がん(神経芽)の検査セッ

ト渡し 育児相談・身長体重測定・離乳食教室

健康よろず相談 竹松出張所

13 :30-15: 30 ⑮血圧・コレステロール・貧血・
肥満など気になる方・介護面の相談(訪問指導・
市訪問リハビリ・リハビリ教室・保健福祉サービ
スについての相談合む)健診結果説明・体脂肪測
定 ⑮健康子帳

18日
(木)

リハビリ教室 [根気の会jすこやかセンター(保健福祉センター)

13:30-15:30 ⑮手芸・言語訓練

幼児教室 (お口の健康と食生活)

すこやかセンター(保健福祉センター) ③9:30-9:45 
⑮平成8年8月一9月生まれ ⑮母子健康手帳・問診
票・歯ブラシ タオル・コップ

1歳6か月児健康診査 すこやかセンター(保健福祉センター)

⑧13:00-13:30 ⑮⑮は4日と同様

献血車巡回目 市役所玄関前 9:30-11:45 

成人の健康相談 福祉センター

13: 00-15: 00 ⑮⑮は5日と同様

マタニティースクール ~明日の親のための学級 (3 ) ~
夜の部 fお父さん出番ですよPART-1J 
すこやかセンター(保健福祉センター) 18:30-20:00 
⑮新婚夫婦・妊婦と夫
⑮母乳育児と父親の役割について一小児科医師

L 

マイカーローン
官憲寓居J冒閣官1概間関1閏E晒 -z霊園菌室霊童匡歪翠墨田

教育ローン
。 九州銀行大村支后 大村市本町436-13

fi52-3136 
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わ
が
ま
ち
自
慢

農
事
組
合
法
人

• 
再
発
見

f
i
シ
リ
ー
ズ

ωf}

ナ
ガ
サ
キ
ブ
ラ
ン
ニ
ュ

i
プ
ラ
ン
ツ

大
村
市
の
市
民
憲
章
に

「
水
と
緑
と
花
に
つ
つ
ま
れ

た
:
・
」
と
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
本
市
は
花
(
桜
)
の

ま
ち
と
し
て
県
内
外
に
知
ら

れ
、
大
村
公
園
は
、

4
月
の

桜
か
ら

6
月
の
花
菖
蒲
ま
で

花
い
っ
ぱ
い
の
時
期
を
迎
え

ま
す
。
こ
ん
な
町
の
農
家
6

戸
が
、
農
事
組
合
法
人
「
ナ

ガ
サ
キ
ゃフ
ラ
ン
ニ
ュ

l
プ
ラ

花
に
固
ま
れ
て
の
出
荷
作
業

ン
ツ
」
を
設
立
。
パ
ン
ジ

ー
-
シ
ク
ラ
メ
ン
・
デ
ン
ト

ロ
ビ
ュ

l
ム
・
ア
ザ
レ
ア
・

コ
チ
ョ
ウ
ラ
ン
な
ど
の
、
花

栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
組
合
員
の
清
水
さ
ん

(
弥
勅
寺
町
・
必
歳
)
は
、

約
5
0
0
坪
(
約
1
6
5
0

平
米
、
ハ
ウ
ス

5
棟
)
で
、

コ
チ
ョ
ウ
ラ
ン
や
デ
ン
フ

ァ

レ
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
花

作
り
は
、
お
歳
に
な

っ
て
か
ら
始
め
た
そ

う
で
、
花
の
知
識
は

ま
っ
た
く
な
く
、
人

か
ら
話
を
聞
い
た
り

見
学
に
行
っ
た
り
し

て
学
ん
だ
そ
う
で
す
。

コ
チ
ョ
ウ
ラ
ン
を
選

ん
だ
理
由
は
「
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
見
た
時
の

印
象
が
忘
れ
ら
れ
な

か
っ
た
か
ら
と
・
:
」

こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、

農
業
法
人
で
認
定
農

業
者
大
村
市

1
号
に

で~手~'=.;認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
法
人

経
営
で
、
労
働
時
間
の
軽

減
・
給
料
制
度
の
導
入
・
共

同
出
荷
・

資
材
の
共
同
購

入
・
市
場
開
拓
な
ど
に
努
力

し
て
い
ま
す
。
出
荷
先
は
、

主
に
長
崎
市
・
福
岡
市

・
関

西
地
区
に
出
荷
。
し
か
し
、

こ
の
と
こ
ろ
の
景
気
低
迷

で
、
花
な
ど
は
ど
う
し
て
も

需
要
が
落
ち
経
営
的
に
苦
し

い
時
期
だ
そ
う
で
す
。

「
こ
れ
か
ら
は
良
い
物
を

作
ら
な
い
と
需
要
が
伸
び
な

い
、
我
々
も
、
勉
強
が
必
要

だ
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
す
。

花
の
ま
ち
大
村
に
ふ
さ
わ
し

く
花
い

っ
ぱ
い
に
し
た
い
も

の
で
す
。

ラジオ・新聞で大村の情報を
ラジオ・新聞で大村の情報をお知らせしています

}ノ

2月の~
、ノ

FM長崎 rMYCITY MY TOWNj 
日時毎週土曜日午前8時55分~9時

市民相談コーナー (秘書広報課)て・すべて無料て・行って
います。お気軽にご相談ください。

長崎新聞 『市民生活の案内板 情報コーナ-j

掲載日 毎月第2・第4火曜日発行の朝刊紙

ぴ

3日(水) 法律相談 10 : 00-15 : 00 

4日(木) 人権相談 10 : 00-15 : 00 

10日(水) 行政相談 9 : 30-12 : 00 

17日(水) 法律相談 10 : 00-15 : 00 

23日(火) 交通事故相談 10 : 00-16 : 00 

'24日(水) 年金相談 10 : 00-15 : 00 

26日(金) 不動産相談 13 : 00-16 : 00 
年末年始と暖かい日が続いて冬らしくないな~と思っていたら、

出初式の取材の目、なんと小雪がちらつくではないか !寒い寒い

と言いつつ、 こんな日もたまにはいいかと思ったしだいて。す。(辺)

日本男性の平均寿命70ウン歳。現在折り返し点を通過中。この

年齢は、何かが起きる年齢だそうで、回りを見渡すとほんとに同

級生などにも色々な事が起きている。心身ともに自分にもちらほ

らそんな傾向があるようだ。いやな年に近づいてしまった。しか

し、「笑って福を招いて乗り切ろうよ!Jこう言ってくれる友人が

いることはとてもありがたい。(樹)

年末、二次会で寄った屈のお客さんに、ギタ のとても上手な

人がいた。ギターを持つなリ (屈に置いてあったもの)カントリ

ーソングを歌い出し、 リクエス トにも応じて、 みんなの手拍子で

さらに盛り上がった。ギターを弾き始めて20年ぐらいになるそう

だ。やはり 、一芸を身につけるには長い月日がかかるということ

だろう。 よし、 今年こそは地道な挑戦始めるぞ! (あ)

※法律杷談は申し込みが10人になリ次第締め切ります。
※受け付けは午前8時30分からです。 (電話での受け付けはいたしません)

」ノ

置世帯28，707世帯 (+17)

毎月 1回発行

発行/大村市

〒856-8686 長崎県大村市玖島1丁目25番地

TEL0957-53-4111 (代)

[市民の声ファ ックス]FAX.54-6600 
http://www.us1.nagasaki-noc.ne.jp/-oomura 

編集/秘書広報課

印刷/第一印刷株式会社

広告代理庖/株式会社大村国際交流センター

-女43，113人 (+34).男40，218人 (+39)

、.../

lお|お|
む|ら|

-人口83，331人 (+73)
1月1日現在 ( )内は前月比
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